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私
は，主がニ コデモ と話 されたことを

読 み，深 く考 えるたびに心 を動か さ

れ， そこから教訓を得てきました。ユダヤ

教のサンヒドリンの一員 であった学識ある

ニコデモは，主が何者なのか また人々に何

を伝 えようとしておられるのかをもっと詳

しく知るためにイエスの所へやって来たの
1
で す。

ニコデモが 「夜イエスのもとにきて言っ

た，『先生，わたしたちはあなたが神 からこ

られた教師であることを知って、います。神

がご一緒でないなら，あなたがなさってお

られ るようなしるしは， だれにもできは し

ません。』」(ヨ ハネ3：2)

真理 を求 めようとするニコデモはゴ主 に

尋ね，主 ご自身から答えを得 ようとしまし

た。 しか し，ニコデモがそこでわかったこ

とは，神の御子は卓越 した教 師であるとい

うことだけでした。ニ コデモ 自身の言葉 に

もあるように，彼 は主の奇跡 を実際 に見聞

きしたうえで，そう判断 したのです。

ところがイエスは，ニコデモが求めてい

る知識 は奇跡や偉大な出来事 を見聞 きする
さと

だけで得 られ るものではないことを諭され

ました。そして， さらに一歩進んだ学びの

過程 を経なければそう した知識は得 られな

いことを， ひとつの真理 としてお教えにな

りま'した。すなわち感覚でとらえられる世

界を超越 した無限の実在の世界にもっと敏

感でなければ，神の王国を見 いだすことも，

理解することも，そ してそこに入 ることも

できないことを，、イエスははっき りと指摘

されたのです。

「イエスは答えて言われた
， 『よくよくあ
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霊的真理を身に受け，実行する

なたに言 っておく。だれで も新 しく生れな

ければ，神の国を見 ることはできない。』'」

(ヨハネ3：3)

ところが， ニコデモのような学識ある賢

人にも，主の言われたこの言葉 の意味 がの

み込めませんでした。実際，ニ コデモは戸

惑 い，このように尋 ねています。「人 は年 を

とってから生れることが， どうしてで きま .

す か。 もう一度，母の胎 にはいって生れる

ことができましょうか。」(ヨ ハネ3：4〉

イエスはニコデモの悟 りの眼を開かせ よ

うと，このように書われました。「肉から生

れる者 は肉であ り，霊か ら生れる者は霊で

ある。」(ヨ ハネ3：6)

しか し，まだ霊 から生 まれていなか った

ニ コデモは，霊から来るものに対 して認識

を欠いていました。ニ コデモには， イエス

が知識の源はふたつあると言ってお られる

のがわか らなかったのです。ふたつ の異

なった学習方法，すなわちこの肉体 を通 し

て学、蛍方法 とみたまによって学ぶ方法があ

ることをイエスは教えてお られたのです。

この同じ問題についてコリン ト人に説明

をしている使徒パウロは，主がニコデモに

話されたあの同 じ真理 に焦点をしぼってい

ます。 コリン ト人に対 しパ ウロは次のよう

に言っています。「わたしの言葉 もわたしの

宣教 も，巧 みな知恵の言葉 によらないで，

霊……の証明によったのである。

それは， あなたがたの信仰が人の知 恵に

よらないで，神 の力 によるもの となるため

であづた。

しかし，聖書に書いてあるとお り，『目が

まだ見ず，耳がまだ聞かず，人の心 に思い

浮び もしなかったことを，神 は， ご自分を

2

愛 する者たちのために備 えられた。』(す な

わちみたまに関する事柄や永遠 に関する真

理，偉大な出来事 やしるしの意味，究極的

な真理 などは，研究や学習 といった方法だ

けでは得 られない ということ)
み たま

そして，それを神 は，御霊 によってわた、

したちに啓示 して下 さったのである。御霊

はすべてのものをきわめ，神の深 みまでも

きわめるのだか らである。

生れながらの人は，神の御霊の賜物を受

けいれない。 それは彼 には愚かな ものだか

らである。 また，御霊 によって判断される

べきであるから，彼 はそれ を理解すること

ができない。」(1コ リント2：4-5，9-

10，14)

このニコデモとの話の中で，主 は知識の

霊的な源についてさらに次 のように説いて

おられます。「あなたがたは新 しく生れなけ

ればならないと， わた しが言ったからとて，

不思議 に思うには及ばない。

風は思いのままに吹 く。あなたはその音

を聞くが，それがどこか らきて， どこへ行

くかは知 らない。霊 から生れる者 もみな，

それと同じである。」(ヨ ハネ3：7-8)

この聖句 を深 く考えてみると，主はここ

で，聖霊の賜を通 して得 られる知識(こ の

場合 は主が言われているように新 しく生ま

れるということ)は ， 目には見 えないが吹

く風のように確 かなものであるということ

を断言されていたと思います。新たに生 ま

れていない人々には理解 しにくいか もしれ

ませんが，みたまか ら来ることを学ぶプ ロ

セ.スは現実の ものとして存在するのです。

末 日において，主は予言者 ジョセフ ・ス

ミスを通 し，再 びこの基本的 な真理 を語 っ



ておられ ます。啓示によってジ ョセフ ・ス

ミスに与えられたカー トランド神殿の献堂

の祈 りの中で，予言者 は次のように祈って

おい

います。「聖 なる父 よ，この宮居 の中に於 て
ことば

礼拝するすべての人に……智恵ある言 を教
ごと まさ

え， また父の言いたまいし如 く，正に研究

聖徒 の道/1984年10月 号 3



霊的真理を身に受け，実行する

と信仰とによ りて学問を求むることを誠 に

許 したまえ・・…・。」

予言者 は何のためにそう願 ったのでしょ

うか。』こうあ ります。「彼 ら父の中にありて
め ぐみ ちか ら

成長 し，聖霊の完全なる恩恵と能力とを受
お さて

け，父の律法に従いて組織 を立 て，・あらゆ

る必要なるものを得 るために備 えをな」(教

義 と聖約109：14-15)す た めでした。

この祈 りか ら，主は聖 きみたまに導 かれ

ては じめて完壁 な学習ができると考えてお

られることがわかります。別の折 に，主 は

このようにも言われ ました。「もしわた しの

言葉のうちにとどまっておるなら， あなた

がたは・』・…真理 を知 るであろう。そして真

理は，あなたがたに自由 を得 させるであろ

う。」(白 ノ＼ネ8 .131-32)

私 たちを罪や悪，誤った概念，誤解，無

益な習慣 や行為 から解放 してくれる真理 は，

聖 きみたまを通 してのみ手にすることがで

きるのです。

世 の歴史を見て も，今 日ほ どこの世の知

識が遠方まで広 く行 きわたっている時代 は

あ りまぜん。にもかかわ らず，私たちの周

囲 には， まだ主の教 えておられる真理や そ

こからもたらされる自由を味わっていない

人々が大勢 います。というよ り，、そうした

人々は真理 や本 当の自由 というものは手の

届かないものと思 っているのかもしれませ

ん。

私たちがそうした真理や平安，幸福，安

心感 を， また真理 を通 して信仰ある正 しい

人々にもたらされる自由 を得 るために，普

通の学習方法 では得 られない所 にある知識

の源 を引き出 してくること， これ こそが御

父の救いの計画の核心 と言えるのではない

4

で しようか。

この確 かな知識を得るには， しばしば祈

り，熱心に聖典 を学 び， 日々の生活 で正 し

い愛 ある行ないをしなが ら，真心か ら正直

に神 の真理 を得 たいと願 うことが必要です。

しか し主は，そうした条件 をすべての人が

満たせるわけではないことをよくご存 じで

す。主 は私 たちに次のようなことを思 い起

こさせて くださっています。「その光 は暗黒
さと

に輝 くに暗黒 はこれを覚 らざ りき。」(教 義
1と聖約88：49)

しか し，末 日の聖徒 である私たちが主 や

主の予言者が示 して くださった方法 に従 え

ば，必ずや今住むこの偉大な末 日の神権時

代 に関する知識を得，末 日に予言されてい
かんなん

る大いなる前ぶれとなる出来事 や銀難 を知

ることがで きるで しょう。

世の初 めか ら，聖霊の賜 と力 によって神

の真理が人々に明 らかにされてきました。

この真理 は父祖 アダムに， そしてあらゆる

神権時代 を通 じて予言者たちに伝 えられて

きました。 その予言者たちは，真理 を生活

の中に取 り入れようとする人々のためにそ

れ らを教 え，書 き記 して きたのです。

永遠の真理 というこの無尽蔵 の源から，

神の性質や神 と私 たちとの関係 についての

真の知識がもた らされてきました。永遠の

真理なくしては， だれも人生の 目的や人生

の大いなる出来事 を理解す為ことはできま

せん。

私たちは末 日聖徒 として，子供 である私

たちに対 する神の深 い愛 を知 っています。

神 は私たちに， 日常生活 の中で霊 的なもの

に敏感になる方法を学び，それを応用する

よう望んでお られ ます。そうすることによ



り，だれにでも用意 されている無尽蔵 の知

識と導 きの源 に近 づけるようにするためで

す。

私たちにはどうして もそのような霊感 に

満ちた知識が必要 なのです。 日々生活 して

いくときに，神を求め，み教 えを実行 して

いくときに， そして結婚相手 を見つけると

きにそれらが必要 です。 また親 としての責

任 を果たす ときに，周囲の人々が福音の真

理 を知 り，みずから神 を見いだせるよう助

けを与えるときに，聖典 を理解 しようとす

るときに，そして今 日の予言者の勧告 に従

おうとするときにも必要です。 さらに，今

生 きている最後の神権 時代の重要 な時期 に

ついて考 えるときに，そして終わ りまで忠

実 に耐え忍ぼうとするどきにそうした知識

が必要 です。 このようなたくさんの事柄 に，

聖徒 の道/1984年10月 号
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そう，生活のあらゆる面に私たちは確かな.

源 から来る導きと知識が必要なのです。

私 たちが より一層神 に近づ き，み教 えを

生活 に取 り入れることによって祝福 を味わ

うには，神が私 たちの知識 を日常生活の中

で奉仕 という形で実践するよう望んでおら

れることを常に心に留めておかなければな

りません。私 たちは次のことを思い起 こす

べきです。

「人の子が栄光の中にすべての御使たち

を従 えて来 るとき，彼 はその栄光の座 にっ

くであろう。

そして，すべての国民をその前に集めて，

羊飼が羊とやぎとを分 けるように，彼 らを

より分 け，

羊 を右 に，やぎを左 におくであろう。

その とき，王 は右 にいる人々に言うであ

ろう，『わたしの父 に祝福 され た人 たちよ，

さあ，世の初 めからあなたがたのために用

意されている御国を受 けつぎなさい。

あなたがたは，わたしが空腹 のときに食

べさせ， かわいていたときに飲 ませ，旅人

であったときに宿を貸 し，

裸であったときに着せ，病気 のときに見

舞い，獄 にいたときに尋ねて くれたからで

ある。』

その とき，正 しい者たちは答 えて言 うで

あろう，『主 よ，いつ，わたしたちは，あな

たが空腹であるのを見て食物 をめぐみ，か

わいているのを見て飲 ませましたか。

いつあなたが旅人であるのを見て宿 を貸

し，裸 なのを見て着せ ましたか。

また阪 いつあなたが病気 をし，獄 にいる

のを見て，あなたの所 に参 りましたか。』

すると，王 は答えて言うであろう，『あな
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霊的真理を身に受け，実行する

たがたによく言 ってお く。わた しの兄弟で

あるこれ らの最 も小 さい者のひとりにした

のは，「すなわち，わたしにしたのである。』

それか ら，左 にいる人々にも言 うであろ

う，『のろわれた者 どもよ，わた しを離れ
つかい

て，悪魔 とその使たちとのために用意され

ている永遠の火 にはいってしまえ。

あなたがたは，わたしが空腹 のときに食

べさせず， かわいていた ときに飲「ませず，

旅人であったときに宿 を貸 さず，裸 であっ

たときに着せず， また病気 のときや，獄 に

いたときに，わたしを尋ねてくれなかった

からである。』

そのとき，彼 らもまた答 えて言うであろ

う，『主よ，いっ，あなたが空腹であゆ，か

わいておられ，旅人であ り，裸であ り，病

気であ り，獄 におられたのを見て， わた し

たちはお世話 をしま』せんで したか。』

その'どき，彼は答えて言うであろう，『あ

なたがたによく言っておく。 これ らの最 も

小さい者のひとワにしなかづたのは，すな

わち，わたしにしなかったのである。』

そして彼 らは永遠の刑罰を受 け，正 しい

者は永遠の生命 に入 るであろう。」(マ タイ

25：31-46)

私 たちは聖 きみたまから真理 と知識 を得

るようにすべきです。なぜな ら，そうして

得た真理 こそが本質的 に私たちの生活のあ

らゆる面 に影響 を与 えてくれるものだか ら

です。そ して， そのうえで私 たちに与 えら

簸て暁るチャレンジは， 日常生活で出会 う

すべての人々，私たちとかかわ りのある人

人のために， 自分の知識や生活を役 立て，

慈愛に満ちた態度を示すことなのです。

6

ホ ーム テイー チヤー へ の 提 案

強調点 ：ホームティーチングのとき，以下

の点を強調 するとよいで しょう。

1.知 識 の源 はふた つあ る。ふ たつの異

な った学習方法，すなわちこの肉体 を

通 して学ぶ方法 とみたまの声によって

学ぶ方法がある。

2.み たまから来ることを学 ぶプロセスは，

現実 に存在する。 しかし， そうしたみ

たまの働 きを理解するには新たに生 ま

.れ なければならない。

3.私 た ちを罪や悪，誤 った概念，誤解，

無益な習慣や行為 から解放 してくれる

真理 は，聖 きみたまを通 してのみ手に

することができる。

4。 日々生活 していくときに， また神 を求

め， み教 えを実行 してい くときに，さ

らには周囲の人々が福音の真理 を知 る

よう助けを与えるときに，私たちには

霊感 に満ちた知識が必要である。

話 し合 い を進 め るため に

11.聖 きみたまの導 きによって生活 してい

くととの必要性 にっいて，自分 が感 じ

ていることを話 す。家族 にも感 じてい

ることを話 して もらう。

2.こ のメッセージの中に，家庭で読 んだ

り，話 し合 った りす るのによい聖句や

言葉 はないだろうか。，

3.話 し合 いをより充実 したものとするた

めに，訪問する前 に家長 と話 し合 って

おくとよい。永遠の真理 と聖霊 を伴侶

とすることの必要性 に関 して，定員会

指導 者や監督 か ら家長 にあて られ た

メッセージはないだろうか。
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麟

灘
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以
前私は，物の見方や態度が非常に非

ド難 めいていて，奥 さんや子供たちに

よく軽蔑的な汚 ない言葉 を投げつけていた

ある男性 と話 したことがあ ります。彼 のそ

ういった人 をとがめるような態度 を反省さ

せ改 めさせ ようと，私 は彼 と奥 さんに何度

か会 って話 をしました。ところが彼の方は

そんな私 に腹を立て，悪口をあびせると，

私 の事務所 を飛 び出していったのです。そ

の後，奥 さんは別居 を申し出，彼の方 は結

局両親 と同居することにな りま した。私は

この夫婦 とはもう二度 と会 うことがないだ

ろうと思 っていました。

ところがそれか ら2カ 月ほどたって，彼

か ら電話がかかってきたのです。驚いたの

は言うまで もあ りません。少 し話 を聞いて

ほ しいというので した。前の失礼 な態度を

わびたあと，彼 は何が あったかを話 してく

れ ました。彼は両親 と同居 したことで， 自

分 自身をよりはっきり知 ることがで きたと

言うのです。両親がいつ もお互い をけなし

、
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合 った りとがめた り，のの しり合 ったりし

ているのを見て， 自分 も彼 らと同 じような

ことを していることに気づいたというので

した。両親 のそうした態度 にいや気が さし，

彼 はやがて夜家に帰 るのがおっくうになっ

て きたのです。

そして特 に，会社の同僚などの人をとが

める態度を非常 に気 にするようになってき

ました。同僚 たちがうわさ話や不平，お互

いのけなし合 いに無駄に時間を費やしてい

るように思えてならなかったのです。

家族 と離.れてから彼の心 は次第になごみ

始 め，今 まで家族 に対 して とってきた態度

を反省 するようにな りました。 そして，・妻

や子供 たちに暴力をふるい，汚 ない言葉 を

投 げつけていたときの ことが頭 をかすめ，

家族に償いを・しなければと思うようになっ

たのです。彼の胸 の中は， 申し訳なさと反

省 の気持 ちで一杯 になっていました。

私に助けを求めにやって来た彼がすでに

改心 していることは，はっきりわか りまし

7



医

♂

へりくだりたる心と

悔いる精神とを持ったときに，

性質が変えられ

心が清められるというのが

主の約束です。

た。彼 ははじめて， 自分 がどんなにひどい

ことをしてきたかを 自分 自身で認 めていた

のです。 もちろん， それは今 までもわかっ

ていたことですが，彼 は自分を欺 いて， 自

分が不幸 なのは妻や子供 や環境 めせいであ

ると信 じ込んでいたのです。そして周囲の

人々が自分を もっとよく理解 し愛 を示 して

くれさえすれば，そうした問題 に悩 まされ

ることはなかったと思 っていたのです。彼
れんぴん

は不幸や自己憐偶 といったくもの巣 にはま

り込み， 自分 自身がその巣をはった張本人

であることを忘 れて しまっていました。

しか し今，彼 には本当の 自分の姿 が見え

始めました。 その結果彼 は，へ りくだりた

る心 と悔 いる精神 とを持つ非常 に謙遜な人

となりました。進歩するにはみずから変 わ

り，主の助 けを求めなければならないこと

がわかったのです。彼 には.この問題が精神

的なもので， しかも自分がその発端 となっ

ていることがわかりました。 またその問題

に対処 して い く鍵 が 自分 にあるこ ともわ

かっていました。

彼はもういつでも変われる状態 にあ りま

した。心の中のみたまの働 きに従 うにつれ，

彼の心は和 らいでいきました。 そして私か

らのたびたびの忠告 や人々か らの励 ましも

必要 とせず，彼 は積極的にそして永久的に

変わったのです。今 まで私が相談を受けて

きた人々の中で， この人の改心 ほど劇的な

ものはありません。主が聖典 や予言者を通

して教 えて くださったことを私 にはっきり

認識 させて くれた彼 に，私はいっ までも感

謝 し続けるでしょう。主 は，平和な仲むつ1

ま じい関係 を維持 していく鍵 は，福音の基

本原則の応用 にあることを教 えて くださっ

たのです。 しかし，多くの人々はその こと

をよく理解 じていないようです。言 い換 え

れば， ふた りの関係が平和な仲むつまじい

ものになるには， まず自分 自身の心が穏 や

かで平安 でなければな りません。 そのよう

な平安 は， みたまの細 い静 かな声の導くま

まに善を行な ったときに得 られるのです。

以上のことは，形は違 うかもしれ ません

が，会員 に忠告 を与える際 にどの監督 も話

していることです。 しか し， どうしても態

度を変える技術の方 にばか り目が行 って，

無視 されて しまうことが多いようです。一

般 には， 目標設定や行動 目的の設定，行動

変換の技術 を取 り入れ，積極的 になること

によって自分 を変 えることができると言わ

れています。 自己改善 の方法はほかにもい

ろいろあげられています。 これ らの方法 を

使 えばある程度 まで は望 ましい変化が得 ら

れるかもしれませんが， それはこの世 だけ

の不完全なものにすぎません。人間が 自分

でできるのはそれが精一杯 なのです。

主 は，福音の原則を通 して，神 によって

のみ私たちの性質が大 きく変わることを聖

典の中で明 らかにしてお られ ます。(ヒラマ

ン3：35参 照)私 たちがへ りくだ りたる心

8
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マ

ふたりの仲が

うまくいかなくなると，

相手の人には不利な

自分のためだけの正義が

行なわれることを望むのです。

と悔 いる精神 とを持 ったときに，性質が変

えられ心が清め られるというのが主の約束

です。そのとき私たちは 「悪 を行 う性質 を

なくして常 に善 を行 う」(モ ーサヤ5：2)

よ うになるのです。 そうした良い状 態から

はおのずと調和 のとれた関係が生 まれて き

ます。なぜなら，そのような状態では，「互

いに傷つけ合 う心がな」(モ ーサヤ4：13)

いか らです。

ではへ りくだ りたる心 と悔いる精神 を持

つ とはどういうことでしょうか。 このへ り

くだ りたる心 というのは，何の罰 も受ける

必要のない清い神聖 な御方 イエス ・キリス

トが，私 たちが苦 しまないよう，私 たちの

あらゆる罪 に対する罰をその身に引き受 け

て くださったことを，神聖な深 い悲 しみの

気持 ちで認めるときに心に宿 るものです。

私 たち一人一人のために苦 しまれたキリス

トの苦 しみの大 きさを真心か ら知るこどは，

私 たちにとり胸の痛む謙遜な経験 と言えま

す。 そして当然ながら， それは私 たちの心

を変 えるきっかけともな り，私 たちはその

主の愛に報いようとするのです。さらにへ

りくだ りたる心 というのは， 自分 自身の罪

とその罪が 自分の中に， また人々の中にも

たらした苦 しみを心から悲 しむことをも意

味 しています。

悔 いる精神 とは，罪を深 く反省する気持

ちのことです。人間として堕落 した状態に

あることを認めたあとで(モ 」サヤ4：5

参照〉，私たちは悔 い改めなが ら主 を求め，
ゆる

新たな心とキ リス トの瞭いの血 による赦し

と慈悲を願 うのです。

私 たちがキ リス トを信 じ，頼 るなら，主

は私 たちが変われるように必ず助 けを与え

てくださるはずです。真心から誠実 に悔い

改めるときに，私 たちは自分の欠点だけに

目を向け，他人のことよ りも自分が・どう変

わらなければな らないかを認めるようにな

るのです。 そして助 けを願 いながらキ リス

トの赦 しと慈悲 を願 い求めるときに， キリ

ス トのみたまは私たちの心を変え，キ リス

トのような生活を送 るために必要 なその場

に即 した導 きを与 えてくれます。 このよう

にして，神 のみたまは私たちを堕落 したご

う慢 な状態 から，キ リス トのような正 しい

生活 ができる状態へ と変えてくれるのです。

幸福を見 つけるのに，福音の原則などに

頼 らないでもっとうまい魔法のような方法

があったち どんなに楽か知れ ません。 しか

しそのような方法はないのです。悩 みごと

の相談 を受 ける聖職者 や専 門の カウンセ

ラーが決 まって目にするのは， 自分 たちの

好 ましくない態度を改めないままで平和 な

仲 むつまじい関係を望んでいる人々です。

彼 らは神のみたまという清め られた力よ り

もこの世的なもので平安 や義の心を得たい

と望んでいるのです。

救 い主 はまさしく真理 を述べておられた

と思 います。「わたしは平安 をあなたがたに

聖徒 の道/1984年10月 号 9



みたまを受け，

現実に目を向けるなら，

人間はだれでも皆

長所と短所の両万を

持ち合わせていることがわかります。

残 して行 く。わたしの平安 をあなたがたに

与える。わたしが与 えるのは，世 が与える

ようなもの とは異なる。」(ヨ ハネ14：27)

「正 義」よりも 「慈悲」を

ふたりの仲 がうまくいかな くなると，お

互 いに相手が悪 いとする責め合 いにな りま

す。お互いに相手が変わるべ きだと主張す

るのです。つ まり正義が行 なわれ ることを

望 むわけですが，その正義 も普通 は相手 の

人には不利 な自分のためだけの正義が行 な

われることを望 むのです。この ような 「正
ふくしゆう

義」 は復讐以外 の何 もので もありません。

「復讐」することにやっきになると，相

手を責め，非難 し，ついには怒 らせて しま

うことになります。 そして今度 は怒 った相

手が悪いと責 めるのです。 このような，自

己を正当化する方法で相手 を見るのをやめ

てこそ，私たちの中に永続性のある確実な

変化が期待で きるのです。すなわち，相手

に変わることを期待 するのをやめ，・自分 自

身に正直になり， 自分 自身の態度 に責任 を

持 ってこそはじめて改心す ることができる

というわけです。 自分 の欠点 に対 して素直

になると，私 たちは相手の人をもっと愛 を

持 って見ることができるようにな ります。

・私 はある女性 に
，夫を非難 するだけでな

く，もっと誠実 に愛情を持 って夫を見 るよ

う勧 め，彼女がそうで きるよう助けを与え

たことがあ ります。私 はまず彼女の夫 に対

する私 な りの意見を述べ，彼 が今置 かれて

いる状況 を話 すことから始めることを提案

しました。そ してその話 を途 中か ら彼女に

引 きっいでもらうことにし，彼女の意見を

言 ってもらうことにしたのです。 まず私 は

彼の問題 や弱点をいくつか述べ， それから

彼の長所をあげました。そしてそこから彼

女 に続 けてもらいました。彼女は夫が子供

たちに どん なに良 くして くれて いるか，

ワー ド部ではどんなによく働 いてくれてい

るか，そして， どんなに人々と仲 よくうま

くやってくれているかを話 してくれました。

と，突然彼女 はショックを受 けたような顔

で私の方 を見ました。「私 が心に描いて いる

のはどういう人かおわか りですか。私が結

婚 を決 めた ときの彼 なんです。」私 は彼女

に，彼はその ときから少 しも変 わって いな

いこと，ただ彼女の方が夫の欠点 にばかり

目が行 き，長所 に 目を向 けな くなって し

まっていることを指摘 しました。

彼女 は夫の方を見 ました。 そして顔 を夫

の肩にうずめると泣 きじゃくりながら言 い

ました。「ごめんなさい，あなた。今 までずっ

とあんなふ うに責 めた り，冷 たくして……

許 して もらえるか しら。」

彼女は自分 を哀れと思 い，夫の接 し方が

間違 っていると思い込んで相談 にやって来

ました。その彼女が，夫に対する自分の態

度を深 く反省 しながら帰って行 ったのです。

事実 を認めたことで彼女の心は和 らぎ，真
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主の慈悲を受けるたびに，

私たちがほかの人々に

慈悲を示すことが

どんなに動要なものであるかが

よりはっきりわかってきます。

心 から変わ りたいと思 うようになったので

す。

相手のことより自分 自身の態度や行動 に

もっと目を向けるようになると1お 互 いの

関係が良 い方向へ進んでいきます。私たち

には相手の人に変 わるように強制 したり，

もっと立派な責任感ある人になるよう押し

つけた りすることはできません。彼 らには

思 い通 りに行動する自由意志 があるのです。

そこで問題 なのは，私 たちが彼 らにどう対

処 していったらよいか ということです。 ま

ず私たちは思 いや りを示 しているでしょう

か。人を許 しているで しょうか。忍耐 して

いるでしょうか。 また彼 らが責任感のある

人であろう となかろうと，心 を向けている

でしょうか。欠点の多い私 たちが， とるべ

き行動 を一貫 してとる強 さを身につけるに

は，熱心に神のみたまを求 める以外にあり

ません。人間の教義が強調 して説 いている

のは自制 ぐらいなもので，それはほんの一

部分 にしか役立ちません。みたまの賜 こそ，

真の強 さの源 と言 えます。

この女性 は夫に対 して， 自分 が非難 する

ばか りで許す ということをしなかったこと

を認めました。そのことで夫 は， 自分 の弱

点 に対 してもっと正直 になろうという気持

ちになったのです。口論をしてどちらも引

き下が らなければ， そこにはいきづま りが

生 じるだけです。そうしたいきづまりを解

消する唯一の方法は， どちらか一方が(な

るべ く両方 が望 ましいのですが)問 題 に

なっていることの中で自分 に関係ある点に

責任 をとることによって， また事憩を改善

するために自分が変 われる方法を提案する

な どして，今 まで とは違った行動 を起 こす

ことです。相手側がそのような行動 に出て

くるのを待 っていた り，相手をとがめて変

わ らせ ようとするのは，争 いを長引かせる

だけです。

いわゆる 「正義」(人 々は 「復讐」という

意味 に解釈 しているようですが)の 律法 に

従 う人々は，相手方 に多くを要求すること
こた

になります。 そして相 手が 自分の期待 に応

えないど腹を立て，罰を与 えて自分 に従わ

せようとするのです。私 たちは自分の罪や

欠点を認識 していないと， どうしても人を

責 めた り独善的な態度をとったりしがちで

す。

しか し十分謙遜 にな り， 自分 自身の弱点

を認め， 日々主 に心 を向け赦 しと導 きを願

うなら，私 たちは主のみたまを受 けること

がで きます。 そしてそこには調和 のとれた

仲 むつまじい関係 が生 まれてきます。主の

慈悲を受けるたびにそれが私 たちにどんな

に必要 なものかがよりはっきりわかってき

ます。 そして今度 は，私たちがほかの人々

に慈悲 を示 し，主が私 たちにしてくださっ

たように人々を許 し，愛 を注がなければと

思 うようになるのです。だからといってお'

互 いに正直な気持 ちで意見を戦わせること
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をしないというわけではあ りません。 問題

を正直に，率直に，そしてとがめることな

く解決 していくのです。
ノ

ある冬の こと，私は隣人のうさぎの世話

を引き受 けていた息子のロブから，慈悲を

与 え，受 けることについて大切 な教訓 を得

ました。ある晩，彼 はうさぎの飲み水 を入

れておくびんを空にするのを忘れて しまっ

たのです。翌朝，そのびんの水 はすっかり

凍っていました。 自分 の失敗 に気づいた彼

を私 は少 しも哀れむ ことをせず，盲れたこ

とに対していら立ちをおぽえました。そし

て，彼のせいで朝の準備が遅れて しまった

ことを責 めました。

ところが会社 に着 いてから， そのことが

とて も気にな り出 したのです。私はすぐに，

ロブの失敗 は自分 もよくやるような人間 と

しての小さな ミスにほかならないことを認

め， 自分の欠点 を考 えてみれば，彼の過 ち

に腹 を立てるのは正 しくないことに気づ い

たのです。はっきりしているのは， ロブは

大体 において何 でもきちんとや る誠実な少

年であるということです。

私 は自分の間違 った態度を反省 し，学校

で彼に会 づてあやま りました。彼はすべて

のことを同情的 にとらえてくれていました。

私が間違 っていたにもかかわ らず，彼 は私

の立場 に立って考 え，少 しも腹 を立 てな

かったのです。

この経験を通 して，私は非常に謙遜 にな

ることができました。最初 から私 が正 しい

心を持ってい'たら， 白ブのち ょっとした失

敗などにいら立つようなこともなかったで

しょう。'またもしロブに思いやりの気持 ち

がなかったら，彼は私の態度 をあてつけ と

思 い込み， それによって彼の 自尊心 が傷 つ

き，私たちの関係 もまずいものになってい
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たでしょう。私 はあやまったことで(そ れ

は悔 い改めの一部ですが)，心が安 らぐのを

感 じました。それはちょうどベンジャミン

王の民が自分たちの悪事 を認め，主に赦 し

を願ったときに得 られたものと同じ気持ち

でした。一(モーサヤ4：3参 照)

思 いや りを持って相手を見る

夫婦 が，』「復讐心」やとがめの気持 ちでは

なく，慈悲深 い思いや りの気持 ちでお互 い

を見れるように，私 は彼 らに次のような方

法を取 り入れるように勧 めています。 この

方法 は，彼 らに心がまえというものがいか

に人とのかかわ り方 を決める大切な ものか

を理解 させてくれます。私 の知 っている大

勢の監督たちも相談 を受けたときにこの方

法 を取 り入れ，その効果 を認めています。

まずふた りに目を閉じてもらいます。 そ

れから気が散 らないように私の方も目を閉

じ，次のように言うのです。

「相手のことで悩んでいることがあれば

全部思い浮かべてみて ください。相手のこ

とで気に入 らないこと，腹が立 つような癖

や性質， とがめ方やけな し方などなんで も

結構 です。1分 間考 えてみて くだ さい。

(間一1分)

で は，今頭の中に浮かんだものをすべて

消 し去 ってください。焼 いても埋 めて もあ

るいはごみ箱 に捨ててもいいのです。 とに

かく永久 にそうした思いが残 らないよう消

し去 ってください。

次 に，相手 が今生活の 中で直面 している

試 しやチャレン乳 困難 を考 えてみてくだ

さい。 どんな問題に取 り組んでいるのか，

またそうした問題に直面するということは

その人 にとってどんなものなのか，30秒 ほ

ど考 えてみて ください。(間 一30秒)



では次に，あなたの伴侶の良い特質や性

質， つまりあなたやほかの人々が感心 して

いるもの，恋愛 中にあなたの心 を打 った も

のについて考 えて みて くだ さい。(間 一30

秒)

次 に， この何年間かで楽 しかったときの

ことを考 えてみてください。愛 や親密感 を

感 じたときのこと，一緒 に笑ったり，お互

いに助 け合 ったりした ときのこと，子供 の

誕生など大きな出来事 を経験 したときのこ

とを思 い出 してみて ください。(間 一30秒)

で は目を開 けてください。今心の中にあ

る伴侶 に対 する気持 ちはどんな気持 ちです

か。」

この対象 が夫や妻であろうと子供たちで

あろうと， この方法にまじめに取 り組 んだ

夫婦 は，例外なくこの段階 で今 まで にない

思いやりや理解，心 の温かさや許 しの気持

ち，親切心，愛情などを感 じるはずです。

実に多くの人々が今 までの自分 の思 いや り

のなさを嘆 いてきました。彼 らは，人 を正

直に思いやりの目で見ると，恨 みやとがめ

の気持ちで見ているときとは違 って見えて

くることに気づ くのです。そ して相手に仕

返 しすることばか りに時間 をかけ， いかに

建設的な思いやりの光 の中でお互 いを見よ

うとしていないかがわかって'くるのです。

私はかつて，非常 に感動的な経験 をしま

した。 それは，ある夫婦 にこの方法 を試 し

たときのことですが，質問が終 わったあと

で夫が妻の方 を見て こう言ったのです。「君

が今までぽくに示 してくれた愛に，ぼくや

子供たちのために払ってくれた犠牲に， そ

してあんなにわがままだったぽ くを許 して

くれたこと1;一 体 どうやって感謝 したらい

いんだろう。」

みたまを豊かに受 け，正直にそして正 し

聖 徒の道/1984年10月 号

く現実 に目を向けるなら，人間はだれでも

皆長所 と短所の両方を持 ち合わせているこ

とがわか ります。私 たちは自分 自身に欠点

があ りながら， 人の欠点 に腹 を立ててよい

わけがあ りません。 この ことに気がつくと，

へ りくだ りたる心 と悔 いる精神 が宿 り，私

たちは人々に思 いや りを持 って接すること

ができるようになるのです。

モルモン経には， この世的で利己的な心

か ら善 の心に変わった人々の例が数 多く出

ています。そのような変化は どれ も信仰 を

持 ち真心 から悔 い改 めた人々が神の賜 とし

て授かったもので， 自分 の力で生み出 して

きたものではありません。

「しかし謙遜な人 たちはたびたび断食 し

て祈 り， ますますへ りくだっていよいよ固'

くキ リス トを信仰 したから，喜びと慰 めと

がその心 に満 ち， その胸 は清 く神聖 になっ

た。 この ような きよめはこれらの人がその

心 を全 く神 に従 わせ たからできたのであ

る。」(ヒ ラマン3：35)

私 たち も，キ リス トヘの信仰 と悔 い改め

を通 して 自分 自身の行 ないを変 えることが

できます。神のみた まの聖 めの力 は，私た
よ

ちが 「主キ リス トの身代 りの瞭罪 に由 って

聖徒」(モ ーサヤ3：19)と なれるよう，私

たちの性質や個性を も変えて くれ ます。さ

らにすばらしいのは，神 のみたまを豊かに

受 けると，そのみたまの結ぶ実である愛や

喜 び，平和，寛容，慈愛，善意，忠実，柔

和， 自制 を味 わうことができることです。

(ガ ラテヤ5：22-23参 照)

このように私たち自身の心が変わると，

対人関係 も改善 されていくのです。

*C・ リチ ャー ド・チデスター ：結婚(家

族)カ ウンセラー。'8児 の父親，教会教育

部地域部長補佐

13

寒



、霧饗馨霧舞
「評一「響r譲

藝驚難 蓑 、鱒 薦 継・・羅 蕪 灘 韓 一

譲藩醸馨 蓼騨…蓼困

_綴 諺 馨聾
黙瀦_腿 錘 え方

は，基本的 な論理 に聖書からの知識が
あわ

併 さって生 まれてきたもので しょう。

しか し， この論理 は時 として人にとてつ

19
62年 ， スイスのジュネーブで伝道 中

のことです。ある晩，私は同僚 と共

にひとりの男性にレッスンをしていました。

神は骨肉の体 を持 うておられ，私 たちは神

に似せて創造 されたことな ど， レッスンは

神の性質 にしぽ って行 なわれて いました。

求道者の彼は，そのような考 えに引かれた

らしく，す ぐにその教 えを受 け入れました。

そして彼がその教義 と教義の持つ深 い意味

に思いをはせるたびに私 たちは レッスンを

何度か中断 しなければな りませ んで した。

私たちは伝道中， このようなことを幾度

となく経験 してきました。 もちろん伝道後

もそうです。事実， これは大勢 の宣教師た

ちが体験 していることです。ほとん どのク

リスチャンやユダヤ教の人々は，神は感情

も姿形 もなく，宇宙を満たしていながら宇

宙に属 さない霊 のお方であると信 じていま

す。 このような考えが公に受け入れ られて

いるにもかかわ らず，宣教師たちが彼 らに

神会についての レッスンをすると，神 に関

する末 日聖徒の教 えを即座 に受 け入れてく

れることがよくあります。宣教 師たちはそ

うした応答にかえって戸惑って しまうので

す。 また彼 らが神 に関する自分 たちの教会

の教 えにまったく無知 で，議論の余地さえ

ない場合 もあります。神 に対 する彼 らの考

22

もない考 え方をさせてしまいます。骨 肉の

体 を持 ちたもう神の話 をすると， それが神

聖 な力 を持 たない神 に簡単 に発展 してしま

うのです。数年前，神 はほかの惑星から来

た 「宇宙人」にすぎず，その宇宙船や装置

が初期のイスラエル人や人々を驚か したの

だという考 えが生 まれ，人々の考 えが随分

飛躍 したことがありました。 しかしこの考

えでいくと，私 たちには創造主 もなく，神

聖な計画 も堕落 もない， そして もちろん腰

いもないということになるのです。

私たちは，聖書 と一致 した回復 された福

音か ら，私 たちを愛 し，私 たちにご自身の

ようになることを望んでおられ る天父の真

の性質 を教 わることができることに感謝 し

なければな りません。

数年前，総大会 を終 えて ソル トレーク ・

シティーのテンプルスクウェアをあとにし

ようとしていたときのことです。私 は反モ

ルモンのパ ンフレットを配 っているある小

さなグループに出 くわ しま した。そ のグ

ループの リーダーは， 自分 を 「モルモン教

徒 に教 えを説く宣教師」と，思っているよう

で した。私 は彼がなぜそのようなことに時

懸講
鱒
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間を費やしているのか知 りたいと思 いまし

た。 またそのパ ンフレットも私の興味をそ

そるもので した。 というの も， そこに書 か

れていることか ら， その人は末 日聖徒 が本

当に信 じていることを何 ひとつわかってい

ないことがはっきりしていたからです。

私 と少 し話 をしたあとで，彼 はポケッ ト

から質問の リス トを取 り出 しました。彼は

教会貝たちに，たびたびそうした質間 を投

げかけていたのです。「神は人間ですか。」

彼は確信 ありげに尋ね ました。

「いいえ。」私 は答えました。「神 は人間

ではありません。聖書 にはっきり出ていま

す。」(民数23：19;サ ム エル上15：29参 照)

「そう思っているのはあなただけじゃない

んですか。 あなたの教会は神を人間である

と教 えている。」彼 はそう言いました。

「いいえ
，違 います。」私は言いました。

「では，私 たちの教会 が教 えていることを

聖書の中から読 ませてください。」そう言 っ

て私は詩篇82篇6節 を引用 しました。「あな

たがたは神 だ，あなたがたは皆いと高き者

の子だ。」

「神 は人間ではありません。人間が神 な

のです。少なくとも神 になることができる

のです。 このことはイエスも，詩篇のその

箇所を引用 して ヨハ ネ伝10章 の中でユダヤ

人たちに話 しておられます。」(ヨ ハネ10：

9

34-36参 照)

相 手にとって は失敗に終わったこのコン

タク トのあとで，その人はすぐ私 の前を去

り，別 の人 にパ ンフ レッ トを配 リに行 きま

した。車の所 まで歩いて行 きながら，私 は

なんと多くのキ リス ト教 の教会で，神の性

質が曲解 されていることかと思 いました。

ジョセフ ・スミスは，神 には体があるだけ

でなく「永遠 に燃える火の中に住みたもう」

ことを教 えています。(「予言者 ジョセフ ・

ス ミスの教 え」p.361)(こ う した考 えは，

多くの古代の資料か らも明らかです)し か

し多くの というより大 多数 の教会 は，体 を

持 っているのは 「悪魔」であって(絵 には

よく， っのやしっぽ，割れたひずめを持つ

者 として描 かれている〉，その悪魔 は永遠に

燃 える火の中に住む と教 えています。 サタ

ンは， 多くのキリス ト教の教 えが，神 と自

分 の立場を とり違 えて人々の目に訴えてい

ることに， ひとりほくそ笑んでいるに違い

ない，私は何度そう思ったか知れません。

実際は，悪魔 こそ霊 なのです。

回復 された福音の教 えを真実の神 に感謝

したいと思います。

*ジ ョン ・A・ トベ トネスは，博士号取得

を目指 す一方， ソル トレー ク ・シティーの

ブ リガム ・ヤング大学センターで夜間クラ

スを教 えてい る。 またユ タ州 の カーンズ

ワー ド部で日曜学校教師をしている。
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スーザン拶4ラ イアゾン

滑 《があまりにも真 に迫 っていたので，

、夢 目が覚 めました.私 は寝てし、る同僚

を起 こさないように気 をつけなが ら布団か

ら出ると，夜明け前の暗が りの中を，手探

りで日記帳 を捜 しました。ぽやけてあいま

いな印象になってしまう前に，その夢 を書

きとめたかったのです。
ヤ

「あなたは強風 に払 い清められた。」夢の

中の人は私の顔をじっとのぞき見てそう言

いました。そしてにっこりほほえみ，私が

身を震 わせて立 っていたプ ラットフォーム

から去 って行 き ました。あの人 はだれ で

しょう。私が立 っていたのはどこで，1そし

てなぜPあ の言葉 の意味 は何 でしょう。短

い詩に似たあの言葉 は，焼 き印のように私

の心に刻 まれました。

私の 日本での伝道はもうす ぐ終わろうと

していました。数 日中に東京南伝道部 を離

れることになって，任期を終える宣教師の

大半がそうであるように，私 も過去1年 半

の自分 の働 きを批評家の 目で見つめ直 して

いました。立派な宣教師 になれるように，

自分 にできることはすべて行 なっ左だろう

か。まあ，かなりは。そう，努力しました。
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不 完全 な自分だけれ ど，本当に一生懸命働'』

きました。』でも，最後の1， 、2カ 月は特 に

つらい時期 でした。すごい暑 さで，同僚が

ウイルスに感染 して具合 を悪 くしました。

私 も気落 ちしていたので，伝道中に自分が

成長できた良い点 を思い起 こして， 自分の

働 きをもっと積極的 に評価 しなければいけ

ないと感 じました。

たとえば，厳寒の2月 に行 なった街頭伝

道 によって，今ほやほやの静 岡ワー ド部 ヤ

ング ・アダル ト代表がバプテスマを受けま

したし，伝道部長の「全力投球」計画に従っ

たおかげで，ほかにも霊 的に優れた未来の

教会員 に出会 い，彼 らを教 える機会に恵 ま

れ ました。様々な違 った個性の人たぢと仲

良 くやっていくことを学んだことか ら，私

の忍耐力 と愛 は大 きくなりました。真理 に
ひんぱん

飢え乾いでいる人たちに頻繁 に証 を述 べた

ことで，天父 に近 くな りました。バプテス

マがない時期 を経験 して，天父に頼る心が

育 ちました。本当に，私 は自分 を含めて人

の生活 を良い方に変 える仕事 に携 わってい

たのです。

あの言葉がまた耳 に響 いてきました。「強

風に払い清められた。」確 かにみた まが何 か

大切 なことを私 に伝 えてくださったのだと

、思いました。

私 はその夢に励 まされ，元気はっ らっと、

して残 る伝道の 日々を過 ごしました。 なじ

んだ景色が，音が，香 りが，記憶のページ

にしっかり根を張 りました。の りでくるん

だおにぎりはこれまでになくおいしく，満

員 の電車に乗 るのはとても楽 しく， もちろ

んの こと日本人の友達 の笑顔や握手は一層

温 かで した。

ところが悲 しいことに，富士山の姿は数
かすみ

週 間前 に見 た き り，夏 の霞が かかって し
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まって見えないのです。伝道 の半分 をこの

山から数 マイルという土地で送 り，富士 山

の美しさや力強 さにす っか り魅せ られた私

はち富士 山をたたえて こんな詩 を作 ってい

ました。

気高き峰

太志の峰

連山にひとり気高くそびえたっ

明けの帝王
よい

宵の守り手

それは象徴 空にも届く

わたしの可能性

私 は，富士山から霊感 を受 けて自分 の伝

道期間の大半 を過 ごせたことに感謝 し， も

う一度見られないからと いって くよくよし

ている時間はないと心に決めました。・

天父 は，信仰の祈 りと新たな私の努力に

・罵 報 いてくださいました。福音の祝福 に感動

した新教会員が友人を私 たちに紹介 して く

・ 礎 さり，その喜 ザがどうしたら得 られ る
，粧

を学ばれることになったのです。 また，何

カ月か前に紹介 のレッスンだけを受けてい

た人から電話があり，残 りのレッスンを受

蜘 けたいということで した。 中華料理店 の経

営者 はし英語 を話す外人 向けの宣伝 ポ ス

ター作成 に手伝 いを求 めて来 られて，途中

からジョセフ ・ス ミスの話 に熱心 に耳を傾

けてくださいました。伝道 の最後 の週 には，

6人 の方がバプテスマを受 けました。スー

ツケースに荷物 を詰 めてい ると，以 前 の

うっ屈 した気持 ちやつ らさが消 えてい、て，

心の奥底からの平安 と満足が感 じられるの

がわか・りまレた。

・ 朝の出発 は，かばんとさよならのあいさ ・

つが残 っているだけです。 いつ.もの通 り麦
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み かん(全 麦のシリアルと温州 みかん)の 、.

朝 食をあわただしく済 ませて，駅 まで送っ

て くれ るはずのバ ンに乗ろうとアパー トか

ら駆け出 しました。ところがいざ外 に出る

と1私 は家 や愛する家族を恋 しく思う自然
そう

な感情・とはまったく違 った，何 か奇妙 な爽
かい

快感を感 じました。そよ風 です。 そうです，

'う だるような炎暑の中で しばらく忘れてい

たそよ風で した。5月 以来， この土地 を覆

い続けていた濃い灰色 のもやがなくなって，

空が輝 いています。強風 にあお られ，大波

が海岸 に勢 いよく打ち寄せて，新鮮な海か

らの霧 がよどんだ空気を追い出 したのです。

同僚 と私 は大喜 びしました。そのとき，

いつものように何気な く空を見あげると，

そこには富士 山が壮麗な姿を見せていまし

た。 くっきりとなだらかな線 を描 いて堂々

と享っている富士 山と私 の間には， さえぎ

る雲 ひとつあ りませんでした。 自分の スー

ツケースがバ ンに積 まれる間 も，神の最 も

すばらしい被造物のひとつ，私 に 「立派に

戦いぬく」 ための霊感 を与 えてくれたその

山を， ひと り立 ち止まって見つめていまし

た。

、と，思いにふける私の 目を覚 ますように，

ひとりの若 い姉妹が驚 きと喜びに目を見開

いて駆 けて来 ました。彼女 は私 の腕をつか

み，山を指 さしなが ら，「姉妹，姉妹!」 と

叫びました。

「富士山よ!」 .彼 女 は息を切 らせながら

なお も言いました。「きょうはあんなによく

富士山が見える。姉妹，空気が強風に払わ

れて きれいになったからよ。」

*ス ーザン ・チエコ ・エライアソン ：管理

教育会社の地区マネージャー。 テキサス州

ヒ・ユース トンの ワー ド部では初等協会教師

とオルガ;ス トの責任を持つ

砂

か
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この証は祖父のジェームズ ・デノス(故人)の 日

記からの弓1用です。私も家族も，祖父の書き残

したものからいつも力を得，励まされています。

カ
リフォルニア州 ロングビーチに(と

書いていますが)住 んでいた とき，

リッチ兄弟 から電話 がかかった。「ジム，来

て妻 を祝福 してくれないか。同僚を連れて」

ということだった。

彼はメルケゼデク神権を受けてはいて も，

教会には活発でなく，知恵の言葉 を守って

いなかったが，'自分 はひとりで行って彼 を

同僚 にすればよいという強 い気持ちが した。

家 のベルを鳴らす と彼が出て来て，私の肩

越 しに後 ろを見て 「同僚 はどこ」 と聞いた。

私 は彼 を指 さして 「あなたが同僚 だ」と

言った。

「いやあ
，だめだ， ジム。知 ってるだろ

う。私はタバコを吸 うし， たまには ビール

も飲 むよ。」

「うん
，わかっている。」私 は言った。「さっ

き電話を くれたとき，完全 な人間に来て祝

福を して もらいたいって言っただろう。 も

しそうな ら，私 は帰るよ。完全 ではないか

らね。」私はそう言 って家 に入 り，姉妹の頭

に油を注 ぐのを彼 に頼 んだ。

「どうやるのか
，わからないよ。」彼は言っ

た。

「教 えてあげるよ。」私 は答えた。

そうして彼 は頭 に油を注ぎ，私が彼女を

祝福 した。彼女は翌 日には快復 した。

その後で私 はリッチ兄弟 とじっくり話を

し，兄弟はタバ コと酒をやめると約束して

くれた。2週 間 して電話が来た。「ジム，タ

バコはやめたよ。 目下 もうひとつの難問に

は喜 んで，神殿 に入るにふさわしいと認 め

て くださった。 リッチ兄弟姉妹 はワー ド部

で神殿奉仕の責任を受 け，ふた りとも誠実

に働 いた。彼は1969年 に亡 くなった。

振 り返 って よく考 えるのだが， もしあの

とき， リッチ兄弟 に奥 さんの祝福 を手伝 う

資格 がないと考 えた としたら，どうなづて

いただろう。みたまのささやきに耳を傾 け，

指導者の指示 に従 うならば，私たちは約束

された恵みを得 るのだ。
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古 教師訓練 センター(MTC)は 成功

旦 物語 そのものである.燭 の青年男

女にとって， ここは有意義 な経験の場 とな

り，やって来る人のほとんどが知識 におい

ても人格 においても予想以上の成長 を遂 げ

る。 ここは頭 と心 に奇跡をもた らす場，長

老や姉妹が自分 の無限の可能性 に初めて目

を開かせ られる場である。 ここでは，所長

以下全員が宣教 師の成功を助 ける仕事 にま

い進 している。

「個々の宣教 師の能力がどうであれ
，来

る人みんなを受 け入れ，それぞれを宣教師

にして送 り出すのです。」ジ ョー・ク リステ

ンセン所長はインタビューに答 えてこう語

る。「私たちの目標 は，間引くことではなく

て，一全員が伝道に出て， しかも良い伝道が

できるようにすることです。 ここへ来る宣

教師の99パ ーセント以上が伝道 に出ていま

す。出 られない人の中には，健康上の問題

のためにそのときはあきらめ， またもう一

度出直す人がいます。それ以外 は，思いと

どまって伝道 の召 しを最後 まで果たすよう

に勧 めでも，結局 自分の選びで帰っていく

人がほとんどです。 しかしながら伝道に出

る宣教師の割合 は立派なものだと思 います。

学力的に不適格 だという理由で送 り返 す

ことはありませんし，言葉 がなかなか覚え

られないから行 く先 を変更するなどという

こともしていません。学ぶのが困難であっ

ても， いろいろな方法があ ります。頭脳 よ

りも霊性が，立派な宣教師になれるかどう

かの肝心な点なのです。最優先 しているこ

ξは， みたまによって教 えられる宣教師 を

送 り出す ということです。」

言語教育 はMTCの 主 目的でないとほい

え，その成果 には目をみはるものがある。

世界の トップを行 く言語訓練施 設のひとっ

として国際的 に認 められたMTCは ，最新

の訓練技術 と卓越 したカ リキュラムを擁 し

ている。

教育 のアプローチはひたすら積極的であ

る。宣教師が会得 に苦労 しているとみれば，

弱点 よりも長所 をさぐるためにテス トが行

なわれる。MTCの 調査 から，最良の学習

法は人に応 じて様々であることがわかった

からである。例 に取 ると，声に出さない方

が暗唱 しやすい人がいれば， 出した方がよ

いという人 もいる。本から視覚 によってよ

く学ぶ人がいれば， レコー ドを使った聴覚

による方が よい人 もいる。細部か ら入 って

学ぶ人があれば，全体 を概観する必要のあ

る人もいる。MTCの 職 員は個々の宣教師
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の学習上 の得手 を突きとめ，それ に応 じた

学習計画を組む。それ は，宣教師 に画期的

な成功をもた らす と同時に，その後 の学習

に関して生涯 に及ぶ鍵 ともなるのである。

世 の最 も重要 な務めのひとつにいそ しむ若

者たちに最高の訓練 を施 すことを目指 して，

MTCの 研 究は休 む間 もなく続けられてい

る。

習得の困難を乗 り越 えて優れた宣教師 と

なった人の例は，枚挙 にいとまがない。ほ

とんど読 めない人，学習に適応できない人，

レッスンの中身もわからずにMTCを 出 る

人 もいたが，伝道地では立派な成功を収め

ている。学習が極度に困難 な人は少ないが，

その人たちも立派な宣教師となれるという

ことは励 みであろう。体験 からして，戒め

を守 り，勤勉 に働 くならば，宜教師に失敗

はないのである。

総務部長の アレン ・C・ オスタガー兄弟

は言う。「大勢訪 問者があります。ほとんど

が教会外 の人です。我 々の していることを

見学に来られるのです。世 の中に出て行く

宣教師たちを見て，感銘を受 けて，こうし

た優秀な若者たちをどうやって訓練 してい

るのか，知 りたいと思 われるわけです。世

界各地の大学か ら，たくさんの見学者が来

ています。各州 や中央政府やいろいろな国

の役人 も来 ます。 ほかの教会 からも訪問者

があ ります。 ローマのバチカンやナザ レ教

会からも。バプテス ト教会やメソジスト教

会の人たちも来ました。言語訓練の様子を

見 に，軍人も来ましたよ。ある ときなど，

合衆国の高級将校が5人 で来 られて， その

人たちは軍の言語教育責任者 ということで，

麟、錨 畿翻

主の計画にとってこれほど重要な仕事が進められる

場は，おそらくは神殿を除き，

ほかにはないであろう。
纏舞灘鶴欝 准

、鰹

、

蔭

眠轟
・、、購

・磁
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体験からして，飛めを守り，勤勉に働くなら

ば，宣教師に失敗はないのである。

2日 も滞在 してクラス見学を したり宣教 師

と懇談 したり資料 を見た りされました。最

後に，『当地の軍人の訓練 をおたくにお願 い

したい』 という申し出があ りましてね。

当然の ことながら， それはできかねると

返事 をしましたら，いろいろ質問されまし

た。 まず，来 る人だれもに聞かれるのです

が，『どのようにしているのですか。何がこ

の人たちをこのようにするのですか。わか

りません』 という疑問です。皆 さんならば，

『証』や 『義』『主のみたま』といったこと

が頭に浮かぶでしょうが，それが この よう

な方々にはよくわか りません。違いは実に

それなのです。

設備 はすばらしいです。訓練 システム も

立派です。 それに伝道の精神 と主のみたま

が加われば，努力 さえするなら失敗するは

ずがあ りません。j

MTCの 驚 異的 な成功 は，職員 に負うと

ころが大 きい。少人数 なが ら高度 の教育 を

受けた熱心な専任職員の指揮下に，600-

700名 ほ どの非常 勤教 師 と地区別 調整 ト

レーナーが仕事 を行 なう。彼 らの大半 は，

伝道活動 に非凡な才能 を発揮 した帰還宣教

師である。「ここへ来 る教師については厳 し

い人選 をして います。」英語教育 ディレク

ターのジ ョージ ・T・ テイラー兄弟 は語 る。

「能力があって，意欲的で，実行力があっ

て， しかも証 のある男女 を望 みます。専任

職員 がごく少数 で， パー トタイムが非常に

多いのです。主 の助 けをいただいて， こう

したいわゆる 『素人の』教師たちが毎 日奇

跡 を行なっているのです よ。」

MTCの 職 員たちは自分 の仕事 を 「ただ

のアルバイ ト」 とは考 えていない。一様 に

使命感 に燃えている。テイラー兄弟 はこう

言う。「私 はここにいられることを，毎 日主

に感謝 しています。 ここで働 けることは特

権 で，名誉なことだと思 っています。専任

になれるように頑張 っているのですが， こ

こで働 かせて もらえるだけで も私 にとって・

は大変なことで，身が引 きしまる思いでい

ます。宣教師たちのために働 くことは特権

ですし，名誉 でもあると思 います。 自分が

それ にふ さわ しい者 であ りたい と思 い ま

す。」福祉活動教育 の責任 を持つメア リー・

エレン ・エ ドモ ンズ姉妹 も，同 じ気持 ちを

語 ってくれた。「ここは神聖な場所 で，働 い

てみればそのことがわかります。 ふさわし

くありたいと心か ら思います。それ以上 に

もなりたいと思います。主の僕 として召さ

れた2，000人 の宣教師 と勉強 しているので

す もの。軽々 しくは振る舞 えません。主に
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油注がれた人々を軽ん じた りはできないこ

とです。」

「MTCに は見過 ごしにで きない スピ

リットがあるのですよ。」テイラー兄弟は言

う。「私 たちが弱い力で も全力を傾 けてなす

べきことをしようと努 めるとき，事 を運 ぶ，

仕事 をやってのけるように人を助ける，そ

してカリキュラムや研究開発，訓練 を導く

大 きな力をそこに感 じるのです。 いつで も

目に見 えるわけではないですが， 自分 たち

が どこまで来たか後 を振 り返ってみたとき

に， このセンターのプログラムを導 くしっ

かりしたみ手のあることがわか ります。そ

んなすごい影響力 というものがあるんです

ね。それが常 に私 たちを上 に押 し上げてい

るんです。」

宣教師訓練セ ンターは，聖霊の影響 が最

も強 く感 じられる恵まれた場所のひとつの

ように見受 けられる。大勢の宣教 師が人に

は語 ることので きない神聖な霊的体験をし，

見ることのできる世界 とできない世界が密

接 になって，ときには重な り合 うことを証

する人が多い。主の計画にとってこれ ほど

重要 な， しか も敵の最 も不快 とする仕事 が

進められる場は，おそらくは神殿を除 き，

ほかにはない。

幸福の基 はすべてがここに存在する。義

と高遠 な目標 と愛 と。「私はこの宣教師たち

を自分 の子供のように愛 しています。」ク リ

ステンセン所長は言 う。「本来の道 から一番

遠 い人たちと一番 よく心が通 じ合 えるとい

うことがここではよくあ ります。その人た

ちにもできるんです。ここで経験すること

の本質は実に何かと言われれば，宣教師た

ちに対する私 たちの大 きな愛と感謝 です。」

ほとんどの宣教 師にとってそれが楽 しい

経験であることは驚 くにあたらない。 クリ

聖徒の道/1984年10・ 月号

"一

ステンセン所長はこう続 ける。「宣教師たち

はずいぶん と楽 しんでいますよ。建物 の中

を歩いてごらんになれば，楽 しそうな彼 ら

に会 えます。笑顔で，晴れやかで。 自分た 、

ちは大切 なことをしているのだという強い

気持 ちがあります。 それを楽 しんでいます。

楽 しくなければ，福音の原則は生活に生か

せ ませんからね。 こんなに幸福 なのは初め

てだという人が多いのです。毎 日そうした

言葉 を聞きます。」

「一番の願いは
，一人一人が福音の証を

前 より強 くして，宣教師 という召 しの責任
た

を豊かにしてここを発 つことです。早 くみ

業 につきたいと心待 ちにしてほしい， み業

を行なう自信 を得 て， 自分 のイヌージを高

く持 ってほ しいと願 っています。伝道地に

着 いて飛行機 から降 りたときに，英語 でも

そのほかの言葉で も，実際 に教 えることが

で きるだけの十分 な力をつ けて ほしいと

)思っています。

種が芽吹 く様子 と似ていると思いません

か。妻 と私 は小 さな土地を持っていて， そ

こにとうもろこしを植 えていますが，植 え

つけの前に発芽 させておくと成長が速 いの

がわかったんです。いろんな意味で， ここ

は種 が芽を出す ようなところです。宣教師

がここを出るときは，伝道地 という肥えた

土壌に植 えられる用意がで きているはずで，

伝道部長夫妻が彼 らを受 け入れ， その土地

に植 えて，彼 らはぐんぐん成長 します。 こ

こで何 もか もしているとば毛頭思いません。

伝道地でこそ， いろんなことが起きるのだ

と思 います。ここでは芽がまだそう大きく

はあ りません。 しか し，実際に芽を出 し始

める適切 な環境 を用意 してあげれば，彼ら

はあちらに着いたときに立派 に成長 してく

れると思います。」
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ここで芽 を吹いた種 の実は，世界各地 で

実るようになる。 これから先永遠 にわたっ

て，地を祝福する豊かな実 りである。

MTCの 訓 練の内容 は次の通 りである。

1.福 音の勉強と霊性

福音についての理解力 を増 し加 え，みた

まに感じる心 をさらに養 うことが大切 であ

る。言葉 と行ないによって福音を教 えるこ

とができるように， 自分たちの生活 を整 え

る。具体的には，

a.教 会の基本的な教義 を学ぶ。

b.イ エス ・キ リス トに対する証 を強 く

する。

c.良 い行ないにつながる信仰 を育 む。

d.祈 りと断食 を通 じて神の助 けを求 め

る。

e.従 順 になる。

f.ふ さわ しくいられるように絶 えず努

める。

9.人 々を愛する。

宣教師たちは，宣教師訓練センターに滞

在 している間，次の ことを行なっている。

a.で きるだけ多 くモルモ ン経 を読 む。

b.宣 教師のパ ンフレット類 を読 む。

c.参 照聖句を学ぶ。

、d.週 に一度神殿 に参入する。

e .教 会幹部 が話 をする礼拝集会 に出席

する。

f.日 曜日の定例集会 に出席 する。

9.毎 週，支部の集会 に出席 する。

h.支 部長のカウ ンセ リングを受 ける。

i.伝 道部大会に一回出席する。

j.伝 道部長会から指導 を受 ける。

k.神 権の儀式の行ない方を学ぶ。

1.福 音研究のクラスに参加 する。

2.伝 道 の方法

この訓練 により，主が備えておられる人
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人 を見いだし，彼 らに福音 を教 え， みた ま

の働 きかけによって改宗 するよう助 け，バ

プテスマを施 して彼 らを教会 に受け入れる

方法 を学ぶ。宣教師 は次 のことを行 なって

いる。

a

b.

C.

d.

改 宗 の可能性がある人々を捜 す基本

的 な方法を学 ぶ。

宣教 師のレッスンを用いて福音の教

え方を学ぶ。

レッスンに関連 した聖句を学 ぶ。

愛 をもって教 える，みたまによって

生 まれ変わる用意 をさせるなどの基

本 を学 ぶ。

3.個 々の進歩

次のプ ログラムを行 ない， 自己に対 して

抱くイメージを高め，心身の健康 を図る。

a.健 康増進一体育 のクラスに参加 して，

体 を動か し，力をつけ，耐久力を養

う。息抜きに，好 きなスポーツを楽

しむ時間 もある。

b.教 会使節として一寛容や感情移入，

変化 に対 する適応などの文化の枠 を

越えた意思伝達の技術 を学 ぶ。

c.具 体的な手助 けとして一マナー，服

装，衛生，栄養，体重 コントロール，

英語の話 し方などの教育を受ける。

女性 は化粧の仕方や髪の手入れ，立

居振舞 も学ぶ。

d.安 全のために一 自動車や自転車 の安

全 な乗 り方， ガス器具の使 い方 など

を学ぶ。

4.言 語 と文化

必要な人 は外国語 の基礎会話 を学ぶ。 ま

た，英語 を話す宣教師 も外国語 を学ぶ宣教

師 も，任地の文化，習慣 について教 えを受

ける。

5。 特別 な召 しを受 けた宣教師の場合



全員が伝道の召 しを受けているが，夫婦

と姉妹宣教師の一部 は，教会 を強め，聖徒

たちを整えるための様々な責任 をほかに受

けることがある。 それらの宣教 師は次の事

柄 について学ぶ。

a.指 導性 と教会員 の仕事

b.福 祉活動

C.

d.

e.

f。

9.

h.

19

訪問者センター

広報活動

伝道本部職員

系図

教育

神殿

国際伝道部

宣教師訓練センターで教えられている言語

アフ リカー ンス

アメ リカ手話

広東語

デンマーク語

オランダ語

フランス語

北京語

ナバホ語

ノルウェー語

ポーラン ド語

ポル トガル語

ラロ トンガ語

福音についての理解力を増し加え，みたまに

感じる心をさらに養うことが大切である。

英語(第 二言語

として)

フ ィンランド語

ドイツ語

ギ リシャ語

アイスラン ド言吾

イン ドネシア語

イタリア語

日本語

韓国語

ロシア語

サモア語

セルビアー

クロアチア語

スペイン語

スウェーデン語

タヒチ語.

タ イ語

トンガ語

ベ トナム語

、

業務内容

宣教 師訓練 セ ンターの業務 は多岐 にわ

たっている。訓練プログラム以外に，宣教

師の便宜を図る諸施設 を持 ち，旅行部(毎

週何千人 という宣教 師が世界各地に赴 く)，

郵便局， コインラン ドリー，食堂，書店，

コピーセンター，体育館， ヘルスセ ンター，

ドライク リーニ ング店など， さなが ら一個

の宣教師村 である。

地域宣教師訓練センター

プロボの宣教師訓練センターのほかに，

地域宣教師訓練 センターが世界6カ 所で業

務を行なっている。日本の東京，ニ ュージー

ラン ドのハ ミル トン， メキシコのメキ シ

コ ・シティー， チリのサ ンチアゴ， フィリ

ピンのマニラ， ブラジルのサ ンパウロであ

る。ここでは自国語 のみで訓練が行 なわれ，

期間は5日 間から14日 間である。
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名も知らない人

ジェ ニー ン ・ウル ジー ・バー ズガー ド

ほ
んの昨晩まで，私 は自分 を 「良い聞

き手」だと思 っていました。大家族

の中で育 ったせいで，家ではただ声を小 さ

くして人の話 を聞 くのを自分の分 と心得 て

いたのです。でも本当は，聞 くという行為

は単 に黙 って いるだけの行為を意味 するも

のではないことを，昨夜になるまで知 りま

せんでした。 きのうまで，人から話を聞 い

て もらうことを死ぬほど重要なことと考 え

ている人がいるなんて知 らなかったのです。

きのうは長 い1日 でした。私 は，ユタ州

プロボのブ リガム ・ヤング大学で学ぶため

に，昼 は学校 に通 いなが ら夜 はパー トタイ

ムで働 いてい ます。特 に疲れた1日 を終 え，

ぐったりした気分で多少みじめさも感 じな

が ら，夜遅く学生食堂へ向かいました。遅

い時刻だったので食堂 はほとんど人がいま

せんで した。

お盆を取ってから， どのテーブル に着 こ

うかと見わたすと，隅の方にひと りで 座 っ

ている女性が目につきました。彼女 は首 を

うなだれて 目の前の食べ物 をじっと見つめ

ていました。 テーブルの上 には大きなナッ

プサックと本 やレポー トが散 らばっ七いま

した。見 た限 りでは， ひとりでいたいらし

いのは確かでした。空きテーブルはいくら

もあるので，私は手近 なひとつに座 ろうと

歩 きかけました。

すると不意に，あの女性の隣 に座 ろうと

いう気持 ちが起 きたのです。いつも内気 な

，私が，ぞの女性のテーブルに向 かって歩き

出していました。1私は彼女の肩 をたたいて，

隣 に座 っていいか聞きました。

彼女 は黙って気が進 まぬふ うにうなず き，

本や レポー トを片づけ始 めました。様子や

態度やしぐさからひ とりぼっちでいたいこ

とがわかるので，私 はそんなに図々 しい自

分が不思議で した。

それか ら私たちは話 を始め ました。 はじ

めは遠慮 がちに言葉 を選 んで。 でも，彼女

は長 く会 えずにいた昔か らの友達のような

不思議な感 じがして，彼女 について何 もか

も知 りたい， これか らどんなことがあるの

か知 りたいと思 いました。私たちはふたり

とも気がねなく話 をしました。おそらく本

当の友達 同士 より自由に話せたと思います。

相手にどう思われるかなど気 にする必要 も

ありませんで したか ら。

その若い女性 は，その とき起 きようとし

ていたとても悲しいことについて私 に話 し

てくれました。私たちは何時間も語 り合 い

ました。涙 も浮かび ました。

数 時間たってから，彼女 は私 を見てこう

言いました。「今晩 もひとりで座 っていた

の。 この世 界 にひと りも友達 なん ていな

いって心底思 ったわ。 自分 のことを心にか
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「良い聞き手」となるた

めには，頭と同時に心

で聞かなければなりま

せん。

けてくれる人なんて， ひとりも思 いつかな

かった。 ここに腰かけて， どうやって命 を

絶 とうかと考 えていたところへ， あなたが

やって来て隣 に座 っていいですかって私 に

尋ねたの。あなたが今晩私 にしてくださっ

たことがどんなことか， あなたにはわから

ないで しょう。たった数時間なのに，あな

たが私の友達 で私 のことを心配 してくださ

るってわかるのよ。あなたに親切 にしてい

ただいて，神様が今で も私の ことを心 にか

けてくださっているんだってわかったわ。」

そのあと私 たちは肩 を抱 き合 い，別々の

方角へ別 れました。名前も聞かなかったこ

とに気がついて振 り返 ったとき，彼女の姿

は闇の中に消 えて いました。

私 は家に向かいながら，彼女の隣に座ろ

うという直感 を大事 にしたことで， 自分を

ほめてやりたい気持ちでした。 自分の問題

など，彼女の問題 に比べればささいな事 に

見 えました。

そのときです。 ふいに，同じようにして

だれかに話 しかけよう，一緒 にいよう，電

話 をしよう， あるいは励 ましの言葉 をかけ'

よ うという気持 ちになったときの ことが，

全部思 い出されてきました。 よくそうした

ささやきを聞 きなが ら，差し出がましいの

はいやだとか，疲れているとか， 自分の問

題で手一杯 だとか，様々 な理由をつけてそ

のささやきを聞 き流 したことが頭 に浮かん

できました。

そして，はっと考 えました。たった今話

を した女性のように，重大な問題 を持 って

いた人 を， どれだけ自分 は無視 してきたの

か しらと。

本当の 「良い聞 き手」となるためには，

まずみたまの ささやきが聞けなければなら

ないということが，私 はそれ までわかりま

せんでした。みたまなしでは，まわ りの人

が本当に必要 としているものを見分 けるこ

とはできません。 みたまがあってはじめて，

頭 と同時に心で聞くことができるのです。
り

あの女性には， もう再 び会うことはないで

しょう。けれど私 は，みた まが与 えてくだ

さる直感 を， これからは決 して見逃 さない

ようにしたいと思うのです。
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畷

鶴麹灘
羅

「煙塀灘 鰍1鷲鍋簾
えているのかしら。」

「草が燃えているだけじゃないかな。」

「そんなに近 くないわ
。 あっちの方みた

いね。」

「そうだね
。どうやら…… うちの方じゃ

ないかな。たいへんだ。」

それは私 たちの13回 目の結婚記念 日でし

た。その晩はほかに約束があったので，す

て きな レス トランで昼食を取 ることにし，

5人 の子供 たちもお祝 いに加わっていると

ころで した。やっと料理 の注文 を終 えたと

き，子供のひとりが煙 を見つけて，お祝 い

気分はすっかりしぽんで しまいました。我

が家の近 くではないだろうと話 し合 いなが

ら，かろうじて昼食を終 えました。のんび

りしていたのはそれまでで，それか らは大

あわてで車に乗 ると，家に向かって一 目散

に走らせ ました。

たった16キ ロの距離なのに， どんなに遠

く感 じたことでしょう。煙 に近づ くにつれ

て，だんだん心配 になってきました。 どう

や ら我が家の付近から出ているのは間違い

ないようでした。車を走 らせている間にみ

んなの顔 に浮かんだ恐れ と心配 の表情 を今

でも覚 えています。

私 たちが住んでいた南カ リフォルニアで

は，乾期の夏が終わると恐ろしい草原の火

事がいたる所で起 きるのです。我が家 は丘

の頂上近 くにあって，道路は我が家の前を

通 って頂上 に通 じていました。家の裏手は

丘の斜面になっていて，草ぼ うぼうの空地

が何千ヘクタール も広が り，あちこちに木

が群生 していました。夏の間 に生 い茂 った

草 は雨が降らないために枯れて， カラカラ

になっていました。そしてその草 っ原に火

がついたのです。

私 は小 さな声で短 く祈 りました。「神様，

我が家 をお守 りください。」

大切 にしている財産 を安全な所 に運 ぶの

に小 さな トラックが1台 しかないとすると，

人が一体何 を価値あるものと考 えているか

わかって実 に興味深 いものです。私 たちの

場合 はお金 よりも感情の方が先行 して， ま

ず第一 に運 び出したのは家族の記録 で，そ

れから多少 もてあましぎみではあるが唯一

の家具 とも言える曽祖父母の音の狂ったピ

アノでした。娘 たちもそれぞれに選 んだ宝

物を手 にワー ド部の会貝の所 に連れて行 っ

て もらいましたが，11歳 になる双子の息子

たちは家のまわ りにいて，ぬれた毛布 を屋
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后

根 にかけて，水 をかけ続 けました。

その丘には家が数軒 しかなく，しかも互い

にある程度の距離 をおいていました。 さっ

そく私 たちも隣近所がするように，我が家

の地所を囲む植 え込みや乾いた草を抜 き始

めました。無駄なことのように思 えて も，何

かをせずにはいられ ませんで した。手をこ

まね いているわけにはいかなかったのです。

「神様
，我が家をお守 りください。」

火がだんだん近づいて来て， あた りが熱

くなってきました。報道陣もやって来て，

テレビカメラが向け られた り，夕刊紙にイ

ンタ ビューされる始末で した。

「家が焼け落 ちるのを待 っている心境 は

いかがですか。」

「焼けるもんですか
。」

「まあ
，今の気持ちを話してくださいよ。」

「恐ろ しいことです
。」
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警察 は長 いこと付近の人や車の往来 をス

トップ し，住人とごく近い親戚だけが立 ち

入 りを許 され ました。 そのとき， ワー ド部

の男性たちを積め込んだ1台 の車 がやうて

来 ました。みんな心から助けたいと思って

やって来た人たちで， その愛 に深 く感動 し

ました。 ほかの長老たちも到着 して，道路

が封鎖 されているはずなのに， この善 良な

人々がどうやって通 り抜 けて来 たのか不思

議で した。

私は仲間のひとりに尋ね ました。「エレッ

ト兄弟，警備 陣をどうやって通 り抜 けて来

たんですか。」

「簡単ですよ。私 の兄弟が ここに住 んで

いるんですと言っただけです。」そう言 って

彼はくすくす笑いました。 ほかの兄弟 たち

もみんなこの手を使 って封鎖を通過 して来

たに違いあ りません。

数分 して長老たちがまた も通 り抜 けて来

たその とき，若い警官が道路 をこっちの方

へ歩いて来 ました。

「ものす ごく兄弟の多い人がいるという

ので見 に来 ました」 と彼 は言いました。

私は戸外 に出るとワー ド部 から駆 けつけ

てくれた人た ちを数 えてみ ました。39人 で

した。39人 もの兄弟 たちです。

39人 もの神権 者たちが あの手 この手 を

使 って消火活動 をしてくれたのです。 シャ

ベルやくわ， くま手，棒 まで持 って火 を消

そうと奮闘していました。手に持っ頼 りな

い道具類に比べたら，兄弟 たちの方がはる

かに力強 く私の目に映 りました。私の胸 は

平安な気持 ちで満たされ， どんな火 も，戦

う彼 らの隊列を通過 することはできないと

いう強い確信がこみ上 げてきました。

大木が炎上するのを見たことがある人は，

たとえそれが一本で も数本 でも， 目と鼻の
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先 で起 きた とした らどんなに恐 ろしいもの

か想像 がつ くと思います。天にも届 きそう

な炎を見つめながら その場 に立 ち尽 くして

いました。それか ら私 と私の所有するすべ

てが荒れ狂 う地獄 の炎から守られたことに

気がつ きました。私の心を満たした平安 と

静けさは筆舌に尽 くしがたいものでした。

私 は何度 も何度 も自分が教会員 であること

と享受 している福音の知識 に感謝 しました。

涙が頬 を伝 い，主 に感謝を捧げました。物

質的なものを守って くださったことに対 し

てではなく，、壊 れることのない霊的なもの

に対 してですゼ

焼けた所 と我が家 との間にで きた大 きな

溝がブル ドーザーで地 ならしされ，テ レビ

カメラがニ ュースになる場面 を撮影 してい

ました。ブル ドーザーを使 った区域は，何

か突然のことで も起 こったのでなければ，

とうてい火を消 し止め られ るほどの広 さで

はありませんで した。我が家 の方向に終始

吹 き上げていた風が急 にまったく向きを変

えて，今ではほとんど燃え尽 きた場所の方

へ吹 いていました。 もう大丈夫です。火が

ブル ド7ザ ーを使 った区域 を越えて我 が家

にやって来 ることはもうあ りません。

「私の兄弟 がそこに住 んでいる。」彼 らは

そう言 ったのです。

「私の兄弟
。」教会員 をしっか りと結 びつ

ける絆 をこんなにも力強 く感 じたのは初め

てで した。 それは私 の家族 を愛 し心にかけ

てくれるもので した。私たちはひとりでは

ありません。仲 間なのです。

夜間に旅 をしていて遠 くにぽつんと明か

りが見えるたびに，そこにはだれが住 んで

し)るのだるうか と考 えます。するとあの思

い出が私の心 を一瞬 よぎるのです。「私 の兄

弟がそこに住んでいます。」
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す
ばらしい若い世代 の皆 さんに心か ら

の敬意を表 します。数 の上でも質の

上でも， かってないほどにすばらしい方々

です。，皆 さんの良い行ないは枚挙 にいとま

があ りません。 その影響 は地上 での生涯 を

終えないうちに世界中に広 まることでしょ

う。

このすばらしい若 い世代 を代表するふた

りの若者の話 をしたいと思 います。わかっ

ているのはその良い影響がもたらした結果

の ごく一部 で，名前すら知 らないのです。

1978年 の秋のことでした。 かりに名前 を

ジェフと呼 びましょう。彼は人生 にひどく

失望 していて，教会員 の子供 として生まれ

なが ら， それまでほとんど不活発 な状態で

した。教会員 と結婚 したのですが，いろい

ろないきさつから，数年後には別 れて しま

いました。そのうえ，肉体的にかな り悪 い

状態が重 なりました。糖尿病 からくる片目

失明で した。

ジェフは化学工場で夜警 として働 いてい

ました。 同僚 は教会貝ではないので， しば

らくすると彼 を誘 うようにな りました。「な

あ ジェフ，ビールでも飲みに行 こうや。」「タ

バ コの1本 ぐらいな らどうって ことない

ぜ。」「かわいい子を見つけたんだ。今夜は

楽 しもうよ。」戒めを破 る機会はありました

が，彼はどれにも応 じませんでした。

金曜 日の晩のことでした。失望 と孤独 に

打ちのめされたジェフは， ギャンブルや娯

楽場 で知 られた退廃 的な町 に住 む友人から，

遊びに来ないか と誘われ ました。ジェフは

やけになって，行 こうと決 めました。「それ

が どうしたっていうんだ。もうだれもぼく

の ことなんか気にかけちゃいないさ。ぼ く
みじ

は惨 めさ。行 くぞ一。」自分に言い聞かせて

いたのです。バスに座 りながら， これか ら

しようとしている悪いことを考えていまし

た。別 れた妻 や教会やすべての人々から自，

分 を断ち切 ったことをはっきりさせようと

していました。邪悪な，思いが強 まるにつれ，

自分が これか らとるであろう行動 が次第に

はっきりと頭 をもたげてきました。

その とき， ひとりの軍人がバスに乗 り込

んできて通路に立ちました。座席はどこで

も選べたのに， ジェフの横 に腰かけました。

その軍人はとても陽気な若者で，「家族」と

か 「教会」 といった言葉を織 り込んで ジェ

フに話 しかけてきました。ジェフはこの若

者が教会貝ではないかと思 い始 めました。

軍人はなお もこう尋ねて きました。「私がタ

バ コやコーヒー， お酒 をやらないと言 った

ら， どう思 いますか。 それに26歳 の私が道

徳的に清いと言ったら， どうですか。」ジェ

聖 徒の道/1984年10月 号 39



フは驚いた振 りをして，「本当ですか」と聞

きました。軍人はまた尋ねて きました。「そ

のことで何 か不都合 が姦ると思いますか。」

ジェフは 「いいえ， だれでも自分の したい

ようにする権利 があ りますから」 と答 えま

した。それから軍人は福音 が真実であるこ

とを証 し，6年 間に15名 のバプテスマを施

す祝福があったことを話 しました。やがて

軍人が降 りるバス停 に着 くと， もう一度証

をし，バ スを降 りて雑踏の中に消 えていき

ました。

ジェフは驚きに打 ちのめされて， 自分に
れんぴん

言い聞かせていました。「この私 は自己憐欄

にひたっているというのに，あの若者 は私

と同 じくらい問題を抱えなが らも世 の中に

積極的に立 ち向かっている。私が 自分 とま

わ りのすべてに不平 を言っているというの

に。」そのとき， ジェフには自分が何 をすべ

きかがわかりました。何度 も何度 も心 に誓

いました。「自分の人生をよく管理 して，今

の状態から抜け出して もっと積極的 にな ら

なければ。」町に着いた彼 は約束 していた友

人と会いました。 しか し， このときの彼は

しっかりと自分のことがわかっていました。

家にたどり'着いたジェフの胸には，信仰を

強められた思いと，本当に必要 なときに助

けてくれる人が与え られたことに対 する主

への感謝の念 に満たされていました。

その若 い軍人は， 自分が同じ教会員 に話

しかけていた ことな ど知 るよ しもな いぞ

しょう。 また，彼が主 と心 をひとつ にし，

主のみ手の中にある器 として，最悪の状態

からジェフを救 い出 したことを知 ることも

ないでし'よう。

もうひとりの若者は宣教師で した。私が

ウルグアイ ・パラグアイ伝道部 の伝道部長

をしていたときに，パ ラグアイのアスンシ
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オンの非教会員から私あての手紙を受け取
ヒ

りました。一彼の手紙の要 旨はこうでした。

「ウルグアイの アスンシオンにあるプ レジ

デン ト・ス トロスナー空港で飛行機 を待 っ

ていると，北 アメリカ出身の若 い宣教 師が

私の方に近 づいてきました。

その宣教 師が伝道 を終 えて帰郷 するとこ

ろだということが，私 にはすぐにわか りま

した。 ちょうどその とき，その若 い宣教師

が乗 る飛行機の搭乗案内 をしているところ

でした。彼 はまさにこの国を去 らんとして

いることなどお構 いなく，少 しの時間を見

つけて私の横 に座 ると自分 の証 を述べ，『知

恵の言葉』 のパ ンフレッ トを私 の手元 に置

いていきました。彼 は今 まさに帰 ろうとし

ている身であり，伝道 を終 えようとしてい

るのになぜ そんなことをするのか，私 には

理解 できませんでした。彼 には私 に近づ く

理由などもうないのに，私 にみたまをもた

らして くれ たのです。私 にはそのことが よ

くわかりました。

それから私 は『知恵の言葉』のパ ンフレッ

トを読んで， その中に記されているジ ョセ

フ ・スミスの言葉が真実 であると感 じまし

た。あんな にすばらしい宣教師がいること

をぜひお知 らせ したいと思 いました。私 は

彼 を通 して主のみたまを感 じました。私 が

モルモン教会の会員 になれるよう， だれか

福音を教 えてくださる方 を送 っていただけ

ませんでしょうか。」

た とえこの世 でなくても，次の世でこの

手紙の主のことを知 ったら， この宣教 師が

どんな思いをするだろうか とよく考 えます。

手紙の彼は言 うでしょう。「長老，私がわか

らないのですか。」 すると長老 は答 えます。

「わかりませんね
。」「長老， もう一度 よく

見てくださいよ。覚 えていませんか。」長老
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はきっとこう言うでしょう。「いいえ。前 に

お会い していますか。」

男の人は話 を始 めます。「パラグアイのア

スンシオンの空港 で会 った ことを覚 えてい

ませんか。あなたが証 を述 べた相手 は私で

す。あなたがきっかけを作ったんですよ。

あなたのことがあって，私 はバプテスマを

受 けました。」ちょっと振 り返 り，合図をし

てから話 を続 けます。「それから彼女 は私の

妻です。 こっちは私の5人 の子供 たちで，

さらに子供の子供， またその子供 たちです。

ほ ら長老， この何百 という人間が， あなた

のおかげで教会 に入 ったのですよ。 あなた

は恐れることなく主の勧告 に従 ったので，

主は祝福 してくださっています。『され ど汝
うち よろこ

らの中，或 る人々はわが悦ぶ ところにあ ら
おそ おの

ず。 そは彼 ら人 を怖れて，己が口を開かん

とせず してわが与えたる才能をかくすによ ・
わざわい

る。禍なるかな，かかる人々よ。わが怒 り
むか

は彼 らに向 いて燃ゆればな り。』」(教義 と聖

約60：2〉 「種 をまいた」だけだとか，大 し

たことではないと考 えていたことが， じつ

は豊 かな収穫 であった ことをいつの 日か

知 った ら， この若 い長老の喜 びはいかばか

りでしよう。

この若 いふたりの主の僕がとった無私の

行 ないは，必ずや天 に記録 されています。

主 はこのふた りのことをよくご存 じです。

彼 らはみたまの勧 めに喜 んで従 ったので，

ほかの場合 でもきっと主のお役 に立つ こと

で しよう。

人はどうしても自分の感情や思想，利己

的な願いにとらわれてしまうため，主が人

に霊感 を与 えて，主の目的 を達成するため

の器 として人を使 うことがむずかしくなっ

てきて います。

皆 さんはすばらしい若人です。歩みを続

けて，皆さんの義を人々の前に輝かせてく

ださい。主 は皆 さんを通 して奇跡を起 こさ

れ ます。皆 さんが常にみたまの導 きに耳を

傾け，勇気 を持 って従 うよう祈 っています。
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メ震翻 馳 麗'鷲:究搬 茸瓢 雲
に,せ んたくをするのです。おかあさんは,メ リサのへや にも
はい した

入 ってきて,シ ャツや,ズ ボ ンや,く つ下を,ひ ういあつめま
で

した。そして,へ やから出ていこうと
き

したとき,メ リサがいるのに気がつき

ま した。

｢ど う して
,あ そび こいかな いの。な
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やさしいこえでいいました。
だい せんせい

｢わ たし
,お はな しが大すき。先生もすきよ。｣

せんせい
｢先 生からきいたおはな しを

,し ん じている?｣

｢え え,も ちろんよ。 このき ようか いが,ほ んとうのきょう

かいだってことも,ジ ョセフ･ス ミスがよげん しゃだった って

ことも,し ん じているわ。｣

｢メ リサが そう しん じていることを
,ど うしたら,か みさま

にわかっていただけるか しら。J

メリサは,お かあさんのいいたいことがわか りました。でも,

おとうさんがこないのだとおもうと,や っぱり,こ わいので し

た。 メリサ は にっこりわ らって,こ ういいま した。｢お とうさ

ん,バ ブテスマかいにきてくれるかも しれないわね。かえって

r }'
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いま した。 した くができると,お かあさんがいいました。｢い

きましょう,お くれるわ。｣

｢う ん。おとうさん,よ んでくる。｣

でも,お とうさんはしごとぎで,し んぶんをよんでいました。

｢お とうさん,し たくはできた?お くれ ぢゃうわ。｣

おとうさんは,メ りサの しんぱいそうなかおをみて,い いま

した。｢バ プテ スマ かいには,い けないよ。おとうさんは,か

いいん じゃあないから。おこらないでくれるかい。｣

メリサ は,お とうさんのことばをおわりまできかずに,そ と
め

へはしっていき ました。メ リサの 目からはなみだがあふれてい

ました。
こ おお

きょうかいにつくと,バ ブテスマをうける子どもたちは,大

は しゃぎでふ くをきがえてい ました。

サラが いいま した。｢わ た し,わ くわ くしぢゃう。パパ がモ
な

ル毛 ンけいをくれたの。ちゃんと,わ た しの名 まえがかいてあ

るのよ。｣

する と,ア ンが いい ました。｢あ ら,い いわね。わた しは,

バブ テスマか いが おわ ったら,お ばあちゃんのうちにいくの。

おばあちゃんが,お ぼえのふみをつ くってくれるのよ。｣
み

メ リサ がだ まってい るのを見て,サ ラがいいました。｢メ リ

サは,な にをするの?｣

｢う 一ん
,わ か らな いけど,お とうさんとおかあさんが,な

にかかんがえてるみたい。｣で も,メ リサはわかっていま した。

メ リサ は,た だ うちにかえるだけなのです。

メリサは,ハ ンが一から,し ろい ドレスをはず しま した。 ド

レスをあたまからかぶろうとしたとき,ピ ンでかみがとめてあ
き じ

るのに気がつきました。おとうさんの字です1メ リサはよみま
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一
カ イ ン と ア ベ ル

リよ　
枷
語
切
物のらか

鉱
典
伽
聖｢

ち じょう さい しょ おとこ一Dの 地上 に最初 にや
ってさた男

｣一 ひと おんな ひと

の人 はアダム,女 の人 はイ ヴ
かみさま ふくいん おし'でした
。神 様 はふたりに福 音 を 教 え,
こ つた

ふた りは子 どもたち にそれを伝 えま

した。 しか し,サ タンは子 どもたち
い しん

を ゆ う わ く して,言 い ま した 。｢信
おお こ

しるんUや あ な いよ。｣大 ぜ いの子
い き

どもたちが,サ タ ンの言 うことを聞

きました。

アダム とイブ には,カ イ ンとアベ
むす こ

ル という息子がいま した。カイ ンは
おお りょうしん お し はん

大さくなると,両 親の教え に反 こう
かみ さま

するようにな リ,神 様 にさ'からい,

サタンに したがい ました。カイ ンが

そんなふうだったので,ア ダムとイ
ふ こう

ブ は不幸で した。ふた りはカイ ンを
あい ただ にんげん

とても愛 していて,正 しい人間にな

おも

って ほ しい と思 って い ま した 。ア ダ
しん う

ム は神 けんを受 けて いて,カ イ ンに
おお ふく

も この大きな しゅく福をあたえま し
しん たい せっ

た。 しか しカイ ンは神 けんを大切 に

はしませんで した 。

でも,ア ベル はUゆ うUゆ んで し
りょうしん お し き

た。アベル は両親の教 えをよく聞き,
しん う ただ っか

神 けんを受 けて正 しく使 いま した。
おお

やがてふた りは大さ くな リ,ア ベ

ル はヒッ ジかいに,カ イ ンはおひゃ
かみさま

くしょうさん にな りました。神様 は
かた

アベル に語 リかけま した。アベル は
かみさま あい まも

神様を愛 し,い ま しめをよく守 リま

した。
かみ さま かた

神様 はカインにも語 リか けました。
かみさま

しか し,カ イ ンは神様 をあざ けって
い し

言 いま した 。｢わ た しが知らな けれ一
48
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カイ ンか正 しいことをせす,悪 いこ

とはか りするの て,ア タム とイワ は
かな

とても悲 しみま した。
もの う

カイ ンは,ア ヘルのささ け物か受
い じ ぶん もの う

け入れられて,自 分のささ け物か受
い

け入れられなか った ことを,ね たみ

ま した。それに,ア ヘルの ヒツ シの
おも

むれまでねたま しく思 い,そ れかほ
なっと

しくな りま した 。そ して,弟 の こと
かんが かんが

を考えれ は考え るほとにくら しくな

灘 畿鱗
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二1轟驚鍵 葭購撒 強騨
乱畿･､

鍵

,欝 麟 厩 巨量鈴 』嶋 気,。 貼蹄

1灘懸灘 畿 縫
鍵 総 吟 嫁 ∫鰍 ∴＼P

麟 灘1藩醤 搬 ＼
･灘 鰹 鑓"ヤ 気 へ

Ψ婆輿
､炉

鞭 繍 壽㍉ φ
･驚･畷 馬 心 忌･

§Pb

きま 　 チ

糞,'

懸･撫､誠

1懸麟翻 謹 轟
リ,い か りはつ の る はか りて した 。

わる

サタ ンはカイ ンに悪 いことをぷ き
あ く み ち

こみ,カ イ ンを悪の道へ ゆうわく し
い

つ つ け ま した 。｢わ た しの 言 う こ と
き

を 聞 いて,た れ にも この ひ み つを も

らさ'ない とち か え 。そ うす れ ば,ア
まだ て

ヘルをお前の手 にわた してや ろう。｣
き

カイ ンはそれを聞 いて,と ても と
ほん とう

く い にな りま した 。｢本 当 にわ た し
おお ぬし

は大 いなるひみつの主マハンた。わ一
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10月 翫 臼のハローウィーンには寮,子どもたちが
いないに

おばけのかっこうをして,家 々をまわりドお かレ
ト ロ ロ ド

をもらい謹す。こわいかおのジヤコラン鶴ンゾ(ハ､了

D一ごウ梁一ンのちようちん)も 雛りま寄諭商つう序
かみつ く

はカボチャやスイカで作りますが,紙 ぶくろでも
つ く ド

できます。みんなで作 ってみましよう。

惑

､

蚊 眠

てんむすび
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菊地良彦長老,2年 振りに里帰り
〉…2年 振りに夏の休暇でアメリカから家族と一緒に

里帰りをした七十人第一定員会会員の菊地良彦長老は,

なつかしく日本の教会員と再会をした。また東京,横

浜,名 古屋地区のファイヤサイドに出席し,ア メリカ

での家族の様子や教会幹部としての経験,こ れまでの

半生の証を述べ,集 った人々に深い感動を与えた。

アメリカに帰国する前日の7月29E]に 行なわれた横

浜地区のファイヤサイドには,横 浜ステーキ部と町田

ステーキ部の教会員および地区代表の田中健治長老,

柏倉仁長老,相 良健一長老が出席した。東京ステーキ

部設立当時のステーキ部長会の顔ぶれが並び,一 昔前

にタイムスリップしたような感があった。

じ
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天父のもとへ帰る備え
一霊性を高め勇気を持って一

困.螺難鍵巖鰹甑
偶然ではなく,神 様 のひ とつの摂理 に基づ

いて行なわれていることです。 イエス･キ

リス ト様ご自身のお名前を頂戴 したその教

会 にお入 りになっておられる皆 さんは,な

んとすばらしい,恵 まれた人たちで しょう

か。

この教会が最 も神聖で真実の教会 である

証拠がひとつあります。 それは,こ の教会

がいつでも霊感によって,み たまによって

導かれている教会であるということです。

人はそのみ.たまの導 きを決 して軽 んじるご

とはできません し,ご まかすこともできま

せん。

私たちは毎 日,霊 性 を高 め,霊 を磨 き,

●横浜ワード部で行なわれたファイ

ヤサイ.ドでお話する菊地良彦母老

七十人第一定員会会員

菊地 良彦

霊 の力を蓄えるような生活 をする必要があ

ります。

どのようにした らそのような生活をする

ことがで きるで しょうか。いくつかの例を

あげてお話 したいと思 います。

私 たち家族がアメリカに引.っ越 して買い

求めた家は16年 もたった古い家で した。.私

と妻 は何 カ月間も毎 日ペンキ塗 りをしまし

た。 カーテンのデザインやカーペ ット,壁

の色 に至 るまで,全 部私たちふた りで決め

ました。

それが全部終わ ってか ら,家 に備える家

具 を見に行 き,ひ とつの特別な椅子を買い

ました。 それは;ひ じ.かけと高い背 もたれ

のついた柔 らかい,真 っ白い椅子で した。

それからしばらくして,あ る家庭 の夕べ
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ξ 蟹, 講羅
る準備ができました。 もう帰れます。｣

私 は彼女 に,体 が快復 して天のお父様の

もとに行 くことができます,と 再 び祝福 を

してその家 を去 りました。

車を運転 している間,私 は涙が出て止 ま

りませんでした。｢菊地兄弟,あ なたはこの

姉妹と同 じように,今,天 のお父様 にお会

いできる準備 がで きましたかP｣と 尋ね ま

した。

私は皆様 に証 いたします。つまらない私

ですが,そ の幾分 かの準備が整 っている自

分 を見るとき,私 は神様 に感謝 しました。

兄弟姉妹,あ なたは今,そ の姉妹 のよう

に｢私 は本当に清くなりました。私 は天の

お父様のもとへ きょう,帰 る準備が整 いま

した｣と 過去形でおっしゃることができる

でしようか。

私 は心 から皆様 に証 いたします。私たち

はそのような,神 聖な永遠の目的があって

この教会 に集 っています。あなた と天のお

父様の関係はいかがで しょうか。御子イエ

ス･キ リス ト様 とあなたの関係はいかがで

しょうか。

3カ 月あとに私 は彼女のお姉さんから手

紙をいただきました。｢お医者様 に2,3日

で亡 くなる.と言われた妹の体が長老の祝福

をいただいてから急激に良 くなり,家 族 は

奇跡が起 こったと信 じて いました。朝早 く

起きて聖典 を読 み,散 歩 に出かけるほど元

気にな りました。で もつい一週 間ほど前,

風邪 をこじらせて愛する妹 は神様 のもとに

去っていきました。彼女は自分 が望んでい

たすべての目的を達 し,子 供 とも結び固め

られてこの世を去 ったのです。｣

人 がこの世 を去 るときに最 も神聖 な宝 と

して持 ち帰ることがでぎるものは何 でしょ

うか。 それは,天 のお父様やイエス･キ リ

ス ト様 と自分 との正 しい関係 です。 そして

また,愛 する自分の家族や兄弟姉妹 との関

係です。

そのような美 しい関係 を築 くために,私

たちは今 この道に歩んでいます。これだけ

の目的です。 そのような関係 を私 た ちが

日々の生活 の中で天のお父様 と,御 子イエ

ス･キ リス ト様 と持つことがで きたら,私

たちは世の中で一番幸 せな人間です。その

ような人たちの生活は,ま じめで清 い,美

しい生活です。 そしてその人の霊性 はどん

どん強 くな り,力 がついてきます。 その人

の神様への思いは強 くなります。すなわち,

神 を愛する気持 ちと神 をお慕 いするその人

の霊性はどん どん強 くなっていくのです。

しかし,悪 魔 も生きていますから,ち ょ

うど公害が私 たちの生活を浸食するように,

私 たちが気 をつけていないと,ど ん どん世

の悪 に染 まってしまいます。私 たちはいつ

でも,謙 遜 に,謙 虚 な気持 ちで神様の教 え

を守 り,霊 のことに関 して敏感 に感 じる力

を持たなければなりません。

それには何が必要 でしょうか。皆さんは

けさ,自 分 の膝 を曲げて天のお父様 と交通

をなさいましたで しょうか。天 のお父様に

お祈 りをされたで しょうか。

ペリー長老 はこう言われ ました。｢祈りは

天父 との神聖な交わ りのひとときである。｣

またあなたはけさ,聖 文 を一節でもお読

みにな りましたでしょうか。謙遜に自分 の

思 いをへ りくだ らせて,聖 文 を熱心 に祈 り
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私の疑問に解答 を与え

てくれた｢聖 徒の道｣

一子供に高い人格を形成する基と

なる宗教心を一

横浜ステーキ部横浜第2ワ ード部

』
D宮 内ご家族(中 央)

と宣教師

圓
教師の訪れを受けたのは今年の1月 でし

た。初めは妻だけがレッスンを受けてい

ましたので,モ ルモン経を手にしてもすぐにそ

の内容を理解することはできませんでした。 し

かし宣教師からいただいた｢聖 徒の道｣を 読み

始めたと春,モ ルモン経とこの教会に対する私

の考えは大きく変わりました。平和を希求 して

いるのに平和を保つことが困難なのはなぜか,

不幸な結婚を望む人はいないのに,な ぜ離婚に

至るのかなど,私 の抱いていた疑問がこの｢聖

徒の道｣を 読むことによって氷解 していくのが

わかりました。

また,ど ういった人々がこのような本を出版

しているのだろうと思いました。そこでその信

仰の基礎となっているモルモン経を読み始めま

したが,神 様と人々との交流 イエス･キ リス

トの福音と復活,神 様の示された道を歩むこと

がいかに困難であるかなどを知ることができま

した。

そのように神様やイエス･キ リストを信じる

人々に会ってみたいと考え,2月 末に妻と一緒

に初めて教会を訪れました。 日曜学校で,監 督

さんから｢私 たちは神の霊の子供たち,す なわ

東京工業大学工学部助教授

宮内 敏雄

ち兄弟姉妹であり,現 世は私たちが霊的に成長

できるように設けられた場である｣と のお話を

伺いました。

教会で学んだ事柄を基に｢教 義と聖約｣や｢高

価なる真珠｣を 読み進んでいくうちに,こ れま

でひとりで聖書を読んでいたときにはわからな

かった部分が十分理解できるようになってきま

した。特に新約聖書の福音書を読んだどき,イ

エス･キ リス トが奇跡を行ない,人 々を愛し,

罪を照われるために十字架にかけられ 復活さ

れた様子が今までになくありありと心に迫り,

イエス･キ リストが神の御子であると信ずるこ､

とができました。

また旧約聖書の創世記 出エジプ ト記,レ ビ

記と読み進むうちに,神 様が生きておられ,ア

ブラハム,イ サク,ヤ コブに語りかけられ モー

セと実際に会われたことを信ずることができま

した。そしてこのように聖書を信ずるならば,

ジ ョセブ･ス ミスが神様とイエス･キ リス ト様

に会われ,神 権を受けて教会を回復されたとい

うことを信 じざるを得ませんでした。

何度か教会を訪問するうちに,監 督さんから

バプテスマを受けることを勧められ,改 宗につ
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なら,私 の中にある問題や疑問の多くは解決さ

れるのではないかと思いました。ただ,先 祖霊

の実在を信じていた私にとって,そ のことにつ

いてのはっきりとした答えを聖書から得られな

かったのです。

その聖書研究の方々には,先 祖崇拝はf剛象崇

拝につながるものであり,霊 体験に至っては,

はっきりサタンの仕業だと言われま した。先祖

を大切にすることは決して悪いことではないと

思っていましたし,彼 らの伝道に,私 の願 うと

ころの神のおおらかな愛を感 じとれず,結 局受

け入れることができませんでした。

けれどもそれ以来 それまで漠然としていた

｢神｣の 概念を
,聖 書の神に焦点を合わせてい

くことができたのです。いろいろな宗教や教会

の方々からお話を聞く機会もありましたが,そ

れらの頭に立つ方が人間である限り,過 ちを犯

すでしょうし,ど こか内部に問題や悪が見られ

るもので,.そ ういう組織化されたものの中に入

るのは絶対やめておこうと決めていました。

教会 に入らなくても,も し神様が本 当にい

らっしゃるならば,こ んなちっぽけな私の願 い

でもどこかで聞いてくださることもあるかもし

れないと思い,｢神 様……｣と語 りかけ,祈 るこ

とを始めました。ちょうど2年 程前のことです。

たとえ一方通行の祈りでも,日 々感謝し,反 省

し,神 様の導きを願うことは,私 にとって有意

義なことだと,ひ とり納得 していました。もち

ろん,本 当に神様の教会がこの地上に存在する

なんて思ってもみませんでしたし,ま して自分

がそこに導かれるなどとは夢にも考 えていませ

んでした。

吉原長老とケイプナー長老はとてもすばらし

い宣教師でした。宗教団体 には入りたくないと

いう気持ちから,初 めは家に上がってもらうこ

とさえためらっていたのです拭 大雪の日に門

口に立たれたおふたりにとても誠実なものを感

じ,お 話を伺うことにしたのです。

神様のことは少しでも知 りたいと思っていま

したし,ま た気になっていた先祖についての教

会の教えに驚き,一 度に興味を持ちました。今

までどうしてもわからなかった疑問がスラスラ

と解けていき,と ても楽 しいレッスンでした。

そして,教 会に行 き,愛 に満ちた兄弟姉妹にお

会いしたとき,こ の教会が本当に神様の教会で

あるとわか りました。

また,田 中健治長老が初めて私たちの家を訪

問してくださったとき,後 で夫が｢た とえ萌 日

僕が死んでも,あ のような方になら安心 して子

供を託すことができる｣と 申しました。教会員

の方々の言葉による証ももちろん大きなもので

すが,私 たちを決心させた一番大きなものは,

そ うした無言の証でした。 また,そ れまで夫が

信仰を持つなど考 えられないことでしたが,そ

の夫が神様を受け入れたという事実も,私 に迷

わず道を選ばせました。

時がたち,神 様の愛をより深ぐ知るにつれ,

神 様が私の祈 りに応えてくださったのだと確信

することができるようになりました。 ジョセ

ブ･ス ミスが純粋な心で熱心に神様に祈 り求め

たとき,神 様 と御子の訪れを受けた示現につい
つたな

て,私 は,方 法 も知らない拙い祈 りでさえ一方

通行ではなかったという自分の体験を通 して,

それが真実であるζわかります。

私は十分すぎるほどこの世的な人間でしたし,

今でもよく,ふ っとなぜこの道を歩き始めたの

かわからなくなることがあります。でも,そ こ

に自分の力だけではない大 きなものの介在 と愛

を思い出すとき,踏みはずしてはいけない,戻っ

てはいけない,と 心を新たにするのです。(みゃ

うち･ゆ うこ.1953年 生 まれ)
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てもらおうと思い,約 束の時間より早 く教会へ

行きました。すると,そ こにはなんと田中伝道

部長ご夫妻がおら礼 私たちと会うなり｢三 浦

兄弟姉妹,き ょうバプテスマを受けなさい｣と

おっしゃったのです。私たちは,た だただ喜び

で涙を流すだけでした。

その頃,岡 崎ワー ド部の教会堂は,建 てられ

たばかりでとてもきれいでした。当時の私はま
もんもん

だ無職で,悶 々とした日々を過ごしていました。

いろいろとアルバイ トもしましたが,持 ってい

た貯金は生活のためにすべて切り崩してしまい

ました。ホ｣ム ティーチャーから紹介をいただ

き,あ る会社に就職することができました。 し

かし,し ばらくすると取 り引き先とは問題はな

かったのですが,会 社の接待に対する指示 と戒

めとの相違による問題や会社の将来1生に対する

不安がつのってきました。

昨年3月 号の｢聖 徒の道｣に も載 りましたが,

岡崎ワード部の管理人をされていた阿南兄弟が

1982年 暮れに交通事故で亡くなり,当 時の小森

監督は管理人になる人を探していました。最初

は冗談で｢も し人が見つからなかったら,私 が

やりますよ｣と 言っていたのですが,そ のうち

に真剣に考えるようになりました。そして小森

監督に.｢も しふさわしい人がまだ見つかってい

ないのなら,私 も候補に入れてください｣と お

願いしました。

引き継ぎがなかったため,ま た未経験な仕事

内容でしたので,最 初の頃はひどい状態でした。

管理人になって2日 目,屋 上で水が流れる音が

するので上ってみると,配 水管が破裂 しており,

水が勢いよく流れていました。あわてて止水栓

の場所を知ろうと図面を必死 で探 してもまるで

わかりません。やっと見つけて水を止め,業 者

に連絡 しようとしてもどこの業者に電話をして

よいのかわからず,四 苦入苦しました。1日 が

それで終わってしまったのです。また床を磨こ

うとしても,ポ リッシャー(床 磨 き機)を 思う

ように操作できず,全 フロアを磨 くだけで1週

間もかかるという有 り様で,妻 の助けなしでは

教会をきれいにすることができませんでした。
ま

草花もいじった経験がないので,種 を蒔いても

花が咲 くまで育ってくれないのでした。今では

｢管理人セ ミナー｣に よって知識も増え
,い ろ

いろな技術を身につけて,少 しずつ成長 してき

たつもりです。

管理人になって一番印象に残 っているのは,

や はり昨年11月13日 に行なわれた献堂式です。

まだ管理人になってから半年過ぎたばかりでし
はく り

たので2回 目とはいえ床ワックスの全面剥離を

どう行なえば手際よくできるのか悩みました。

献堂式までの期間が短かったのですが,名 古屋

地区の管理人の方々の助けや,岡 崎の教会員の

アドバイスや奉仕によって,ワ ックス塗布,ペ

ンキ塗り補修,照 明器具の清掃など,教 会堂を

主に捧げる準備をするこどができました。.特に

教会員の方々との経験はうれしいものでした。

そしてバプテスマを受ける少し前 に建てられた

教会堂が,私 と一緒に歩んできたような気持ち

もあり,感 無量でした。

多くの宣教師たちや求道者の方々,ま た安息

日に集わなくなり,と きどき訪問してくださる

教会員 と話す機会があります。 このような人々

と接 し左り,草 花をいじったり,教 会堂の維持

管理をしていますと,神 様の祝福や愛をよく感

じることができます。このような経験ができま

すことを本当に感謝しています。 これからも管

理人としての知識や技術 を積極的に身につけ,

献堂された岡崎の教会で,皆 がみたまに満たさ

れやすいように,維 持管理できるよう頑張 りた

いと思います。(み うら･や すよし1950年 生 ま.

れ,岡 崎ワード部長老定員会会長)
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レ6月 に召 さ『れ たJMTC第62期 生29名

0初 等協会のOTRコ ースBで 学ぶ町田
が く

ステーキ部町田第2ワ ード部の中里岳く

ん(8歳)。｢大 きくなったら宣教師にな

りたいです。『モルモンけいものがたり』

は読みました。いまは毎日,モ ルモン経

を家族といっしょに読んでいます。｣

謹臨

鉦

,詳

磯

,織

灘

灘

▲中里岳くん

う
論 黙 認 》 篤 。論 ㌦ 囁!･､浸…霧Pし 鷲･鱗

環@鯉 肉@(ζ ㊨r∋澹 §･･。

図
ペンサー･W･キ ンボール大管長は今から37年 前,｢世の 中に

宣教師の業に匹敵するほどのものはありません｣と 述べまし

た。この言葉は,今 日の教会員の胸にもこだましています。

｢家 や橋などを築くことは重要ではありません。この世に属する

ものを造るのは,皆 さんが行なっている人生を築く業に比べたら取

るに足らないものなのですdキ ンボール大管長は,1947年 に行なわ

れたレーマン人の大会でそのように語っています。

また後に,犠 牲を伴うものである伝道の業に備えるには,清 く価

値ある入生を送り,福 音に対する知識と証を深め,資 金をたくわえ

なければならないことを明らかに しています。

両親に向けてはこう語っています。｢息子さんに伝道に出てほしい

なら,必 ず宣教師のために祈るように指導してください。子供は自

分が一生懸命祈っている人たちに対して特別な気持ちを抱くように

なるはずです。｣

O｢初 等協会の 『開拓者1りコース』で勉強し

ています。先週,監 督さんの面接を受けアロ

ン神権の執事に按手聖任されました。将来伝

道に出たいと思います。なぜって,そ れを神

さまが喜ばれるから……。モルモン経は家族

と笛晩読んでいます。｣(町 田ステーキ部町田

第/ワ ード部･鈴 木義雄 岡2歳)

レ佐藤博省監督と鈴木義雄 くん
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がんこな父が心を開いた日
一すべての戒めにはそれを為 しとげるために

道が備えられている一

困
さな頃から長距離 トラックの運転手にな

るのが夢だった私は,や っと思いが実現

して運送会社に就職することができ,毎 日楽 し

く仕事をしていました。その仕事の中で,赤 津

姉妹という伝道に出られる姉妹の引っ越 し荷物

を運ぶ機会がありました。彼女の模範を通 して

伝道に出たいという気持ちが湧きおこり,そ の

気持ちは日々つのる一方で,い つか必ず伝道に

出ようと思っていました。
はば

しかしその伝道を阻むいくつかの間題があり,

そのひとつが父の反対でした。父は町でも有名

ながんこ者で,私 が教会員になったときから伝

道は絶対許さんと言われてきました。もうひと

つの問題は,父 の会社のことです。父は建設会

社を経営 しており,私 が会社の後継者になるの

を強く望んでいるのです。そのために父から父

の会社に入るように何度も説得を受けていまし

た。しかし父の会社に入ったなら伝道には絶対

出れなくなると思い,説 得を2年 近 く断わり続

けてきました。

しかし去年の9月,待 ちきれなくなった父は

私の住んでいるアパー トを訪ねて来て,ひ とつ

の条件を出してきました。それは,3年 の間に

どんな仕事でも成功を収めたならずっとその仕

事をしてもいいが,も し失敗したなら私の所で

働きなさいというのです。伝道のことを言い出

すのは今だと思いましたが,言 おうか言うまい

か迷 っていました。

その頃,隣 のアパートに阿部さんという自分

剛｣伝 道部専任宣教師 荒 利治

のダンプカーで商売をしているご家族が住んで

いて,い つも私に親切にしてくれていました。

ある日,阿 部さんが私の部屋へ訪ねて来て,

｢荒くん
,11ト ンのダンプを買って自分で商売

をする気はないか｣と 私に仕事 を持ちかけてき

ました。

仕事の内容を聞いてみたところ,と てもいい

仕事でもうけも大きく,一 生続けていけそうで

した。自分の トラックを持つのが私の小さい頃

からの夢でしたので,す ぐにその話に乗 りまし

た。もしこの仕事で成功すれば,父 もきっと許

してくれると思ったのです。

しかしその反面 伝道はどうなるのだろうと
いちまつ

の一抹の不安がありましたが,ダ ンプカーが買

えるという喜びでその気持ちを打ち消 してしま

いました。

ダンプカーを買うために車を選んだり頭金を

集めたりして,準 備は着々と進みました。そし

てあと何 日かでダンプカーが手に入るというと.

きです。スピー ド超過でつかまり,1カ 月の免

許停止処分を受けてしまったのです。

この一件から,神 様は私に何かを語 りかけて

いるのではないかと思いました。｢ああ,ダ ンプ

カーを買うのが1カ 月延びちゃったな。まあ自

分の不注意だから仕方ないか。……でも神様は

何 を言おうとしておられるのだろう。あ,伝 道

だ。神様は伝道を望んでおられるんだ。｣そのと

き,神 様の望んでおられること,す なわち伝道

から心が離れていた自分 に気がつきました。｢あ
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た。そのとき,父 は本当に伝道のことを理解し

てくれたのだと知りました。

｢私は主が命じたもうたことを行って行 う。
な

私は,主 が命 じたもうことには,人 がそれを為
もつ

しとげるために前以てある方法が備えてあり,

それでなくては,主 は何の命令 も人に下したま

わないことを承知しているからである｣(1ニ ー

ファイ3:7)と ニーファイが語ったように,

すべての戒めにはそれを為 しとげるための道が

備えてあります。また真理は人を変え,家 庭に

真の幸福をもたらしてくれることを証 します。

両親 も,私 が神様のみ業を行なうために協力

し,犠 牲を払ってくれました。このことによっ

て暗かった私の家庭の中に光がともり,家 族の

絆が強くなりました。こんなにたくさん神様か

ら祝福をいただいて伝道に出ることができたの

で,今 はただ全力で主のために働 くだけです。

そしていつか家族と共に教会に集える日を楽 し

みにしています。(あ ら･と しはる1963年 生 ま

れ,仙 台ステーキ部塩釜支部出身)

完 成 した 久 留 米 支 部

教 会 堂_種 がまかれて14年

この久留米支部は4年 前までは支部長をはじ

め神溜 受員のほとんどが独身者という特異な支

部でしたが,独 身者たちも次々に結婚 し,5つ

の家族が誕生し,今 では子供たちのにぎやかな

声が聞かれるようになりました。

支部が安定するようになり,成 長の足が早 ま

るにつれ 教会堂建築の計画も現実のものと

なってきました。聖餐会出席者数を増やし,建

築資金をためるようにとのチャレンジが与えら

れました。
こた

支部の兄弟姉妹は従順にチャレンジに応えて,

聖餐会出席者 も最高118名 という日もあり,小

さなビルでの集会場に入りきれなかったことさ

えありました。

建築資金350万 円の目標 も兄弟姉妹 の多大

な献身的努力によってなんとか達成できました。

そしてやっと念願の美 しい教会堂が与えられ

そこに集える恩恵に浴することができるように

なったのです。

立地条件にも恵まれ∫国鉄久留米駅より徒歩

10分,ま わりには小中高校と3つ の学校があり,

これからの発展が期待 されます。

現在ワード部を目指 し,全 員一致団結し,頑

張っています。これまで支部を支えてくださっ

た歴代の支部長および会貝の方々に心から感謝
み まき

いたします。(久留米支部長･三 牧敏行)

囮敷隷4襯 磁搬欝
北九州市に次 ぐ人口21万 人の第3番 目の都市

です。

この地に伝道が始まったのは1970年1月,ふ

たりの宣教師とひとりの会員によってです。そ

れ以来出席者が増えるにつれて3つ の借家やビ

ルを移転 し,今 では登録会員170名 を越えるよ

うになりました.。

〈原稿を募集 しています〉

●ローカルベージに各地の身近な話題や行

事,日 々の信仰生活から得ている証など,

原稿をお送りくださ'い。12月 号掲載分の締

切は10月8日(必 着)て す。投稿には必ず

連絡先(電 話番号)を 記入してくださ'い。

●あて先:〒106東 京都港区南麻布5-10
-30末 日聖徒イエス･キ リス ト教会｢聖

徒の道｣編 集室。容03-440-2351㈹
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